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Ⅰ 業務概要  
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 我が国では、東京周辺やゴールデンルートなど訪日外国人の需要が集中している地域以外の需
要を創出するべく、地域間の連携を強化して情報発信力を高めるとともに、対象市場に訴求するス
トーリー性やテーマ性に富んだ多様な広域観光周遊ルートの形成を促進し、海外へ積極的に発信
しています。  
 北海道においては、観光庁が設置した「世界に誇れる広域観光周遊ルート検討委員会」での審
査を踏まえ、「アジアの宝 悠久の自然美への道 ひがし 北・海・道」（申請者：「プライムロード ひ
がし北・海・ 道」推進協議会（以下「協議会」という））が平成２７年６月１２日に国土交通
大臣認定され、平成３１年度まで広域で連携した地域による取組が国の支援を受けています。 
同協議会では平成 28 年度の広域観光周遊ルート形成促進事業計画を策定し、マーケティング
事業、受入環境整備・交通アクセスの円滑化、滞在コンテンツの充実、対象市場に向けた情報発
信・プロモーションの４つの項目に分けた事業のうち、本事業は、滞在コンテンツの充実のため｢旅行
商品開発事業 Explore theWonderland Eastern Hokkaido｣の実施と位置付けられます。 
これは、協議会が行っている旅行商品開発事業でも、商品開発を企画する取組も行っていますが、
販売に至るまでにはまだ時間がかかる状況であることから、旅行商品造成・販売の専門家である旅
行関係者の視点から、メインターゲットである FIT層に広く訴求力のある旅行商品を企画・開発し、
今後のプロモーションに取り組んでいく必要があります。 そこで、本事業ではひがし北海道のキャッチコ
ピーである Explore the Wonderland のコンセプトを体現した旅行商品を企画・開発することで、
今後、ひがし北海道の魅力を海外へ発信していくための旅行商品のラインアップを充実させることに
より、訪日外国人旅行者の周遊を促進し、地域の活性化を図ることを目的とし実施いたしました。   
  

3 

Ⅰ 業務概要  

(1) 業務の目的   
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Ⅰ 業務概要  

（２）業務実施方針  

①Explore the Wonderland のコンセプトを体現した旅行商品の企画・開発  
 
＜ア モデルコースの旅行商品化＞  
 
  今年度観光庁において公表された本ルートのモデルコース 1 計６コースを６泊程度で周遊可能な 
   旅行商品を６本以上企画・開発しました。  
 
＜イ テーマ性・ストーリー性を有する３泊程度の旅行商品の企画・開発＞ 
 
    昨年度のマーケティング調査事業2で整理した観光ルート開発 
  （１．観光ルート整備の基本方針、２． モデルルートの設定）の内容を踏まえ、ひがし北海道の 
   最大の資源であり特色である様々な「自然美」と その「コントラスト」を体現した、ルート内を３泊程度 
   で周遊可能な旅行商品を企画・開発しました。  
 
   テーマ別モデル観光ルート計16ルートを参考とし、16本以上の旅行商品の企画・開発を行いました。  
 
＜ウ 地域ヒアリング、現地ヒアリングの実施＞  
 
   旅行商品の企画・開発にあたり、あらかじめ地域に赴いて、地域関係者（関係自治体、観光協会、 
   観光関連事業者等）と意見交換を行い、地域の意見を取り入れ、商品造成・販売開始後における 
   地域関係者からの協力について調整しました。 
 
    現地（海外）旅行会社等を訪問、ヒアリングを行い、需要者側の意見を反映させることにより、 
   訴求力のある旅行商品の企画・開発を目指しました。  
 
   意見交換の対象地域および地域関係者、ヒアリング対象の現地（海外）旅行会社等について 
   リストア ップし、本事業の実現に効果的な協力者を選定しました。  
 
   現地ヒアリングは、最重点国（台湾）、重点国（香港、タイ）を対象としました。  
 
＜エ 企画・開発した旅行商品の情報発信及び販売、活用方法の提案＞  
 
   本事業で企画・開発する旅行商品は、今後海外の旅行博等でのプロモーションツールとしての活用 
   や、海外に向けた販売を想定しているので、プロモーションツールとしての活用方法、実際に販売する 
   際の効果的な販売手法等（価格、発信媒体、ターゲット、需要予測等）について提案しました。  
   次年度以降の販売に向け、本事業で企画・開発した旅行商品について、ガイドブック、ウェブサイト等 
   の各種情報発信媒体を活用し情報発信先を提案しました。  
 
＜オ その他＞  
 
   旅行商品の企画・開発にあたっては、今年度協議会にて運行している「ひがし北海道周遊観光 
   バス」を活用しました。なお、バスの運行が行われなかった場合を想定した旅行商品の企画・開発も 
   行いました。 
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（３）業務スケジュール   

Ⅰ 業務概要  

納品 

テーマ別 

旅行商品 

テーマ別 

モデルコース 

テーマ別 

旅行商品 

テーマ別 

モデルコース 
地域関係者 

台湾 

旅行会社 

香港 

旅行会社 

タイ 

旅行会社 

2016年11月 下旬 

12月 上旬 

12月 中旬 

12月 下旬 

2017年1月 上旬 

1月 中旬 

1月 下旬 

2月 上旬 

2月 中旬 

2月 下旬 

3月 上旬 

3月 中旬 

3月 下旬 

報告書作成 月 旬 

旅行商品の企画・開発 旅行商品の情報発信・販売 関係機関へのヒアリング 

4月 上旬 



 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

１ 各テーマと対象国の整理  

Ｂ、テーマ別モデルコースの企画・開発 

 当該地域のテーマ、自然美×景観・食と農・動物・歴史・冒険・癒しの６テーマです。これらの６テーマをモデル 
ルート観光図を元に旅行商品を企画しました。  

 

  
【美しい自然】 
躍動する自然 

↓ 

景観・自然 

食と農・自然 

動物・自然 

歴史・自然 

冒険・自然 

癒し・自然 

【全体テーマ】 【ストーリー】自然美をテーマに構成 

“感動・ドラマ” 

自然美 

Ａ、モデルコース商品化の考え方  

 当該地域は、厳しい航空事情や２次交通の状況下にあって、周遊観光バスの実証事業や地方空港活性化 
プログラムなどを活用しながらアクセス改善が進んでいます。一方で、恵まれた自然環境にあり、地域素材のポテン
シャルは高いものの商材化への問題や旅行目的となりうる素材への醸成が追いついていないという状況を鑑みて、
テーマやモデルルートの商材化を実施しました。 

各テーマの整理   
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

対象国の整理  

１ 各テーマと対象国の整理  

2015年度に実施したマーケティング調査事業である「北海道における広域観光周遊ルート形成 
促進事業に係る調査業務」の下記調査結果において、最重要ターゲット国に位置付けられた【台
湾】、そして重要国に位置付けられた【香港】【タイ】を選定しました。 

※平成２８年３月 国土交通省北海道運輸局「北海道における広域観光周遊ルート形成促進事業に係る 
  調査業務」 実施報告書より引用 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（１）６泊程度で周遊可能なコース  

十勝川温泉

（足寄）

阿寒湖温泉

ウトロ温泉網走湖温泉

層雲峡温泉

（網走）

（上川）

（旭川）

（羅臼）

（富良野）

（札幌）

新千歳空港

（阿寒・摩周）
ＪＲ

ＪＲ ＪＲ （斜里）

ＪＲ

バスは＝ JRは=(ＪＲ) =

【ルート所感】 

富良野から阿寒湖温泉にかけては、夏のゴールデンルートであり、多くの外国人観光客が訪れ、たいへん認知されて
いるルートです。リピーターや富裕層には、熱気球やパラグライダー体験など、より付加価値の高いアクティビティを付
加し、日常では見ることができない景観を見せるような飽きられないルート設定が必要であると考えています。 

（１）今年度観光庁において公表された本ルートのモデルコース 1 計６コースを 
    ６泊程度で周遊可能な旅行商品を６本を企画・開発しました。 

①夏期・秋期（おすすめの時期：６月～９月） 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

ウトロ温泉

ＪＲ

富良野

温根湯温泉

網走

釧路

帯広

（美瑛）

（旭川）
（層雲峡）

（摩周）

（札幌）

新千歳空港

（斜里）

ＪＲＪＲ

バスは＝ JRは=(ＪＲ) =

【ルート所感】 
この地域には自然の多様性は、世界的に稀有なものです。残念ながら夏期には草木が繁茂するため、野生生物を
視認するのが難しく、秋期のモデルルートとして非常に人気になると思います。ただし、野生動物への関心が高まるに
は、生物多様性への理解といった文化的な成熟が必要であり、当面は欧米の旅行者が中心と考えられますが、欧
米の次のマーケットとして台湾・香港の観光客が想定されます。  

②秋期（おすすめの時期：９月下旬～１１月下旬） 

（１）６泊程度で周遊可能なコース  
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

ウトロ温泉

ＪＲ

富良野

温根湯温泉

網走

釧路

帯広

（美瑛）

（旭川）
（層雲峡）

（摩周）

（札幌）

新千歳空港

（斜里）

ＪＲ

バスは＝ JRは=(ＪＲ) =

【ルート所感】 

釧路を通る夏のルートでは、北海道の「食」は、日本国民にも愛されるように、外国人観光客からも絶賛されていま
すので、強く押し出し訴求していく必要があります。ひがし北海道は、水産品の産地として北海道内からも評価が高
いです。「食」では洋食、その他のテーマを織り込んだバリエーションのある旅行商品を開発する必要があります。 

③夏期・秋期（おすすめの時期：７月～１０月中旬） 

（１）６泊程度で周遊可能なコース  
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

ウトロ温泉網走

（網走）
（羅臼）

ＪＲ
（斜里）

ＪＲ

新千歳空港

（帯広）

阿寒湖温泉

（釧路湿原）

（塘路）

（川湯）

②川湯温泉温根湯温泉

富良野

（層雲峡）
（旭川）

ＪＲ

バスは＝ JRは=(ＪＲ) =

【ルート所感】 

主に、冬のルートで設定されています。北海道はアイヌの歴史が主でありますが、オホーツク海の縄文時代、遠軽の大
正時代など、北海道の歴史や文化を見学、体験できる施設が散在していますので、これらをストーリーづける必要があ
ります。 

④冬期（おすすめの時期：１２月～２月） 

（１）６泊程度で周遊可能なコース  
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（５）冒険を楽しむモデルルート（ゾーン）  

ウトロ温泉

（斜里）

（札幌）

新千歳空港

（旭川）
層雲峡温泉

網走

十勝川温泉

釧路

ＪＲ

（紋別）

ＪＲＪＲ

（塘路）
（たんちょう
ツルセンター）

バスは＝ JRは=(ＪＲ) =

【ルート所感】 
体験型のアクティビティは、ニセコにも負けない豊富な種類がありますが、ガイドや設備が不足している状況があります。
外国人旅行者にアクティビティが好まれるとリピーターが増えると予想されますが、組み合わせによっては、非常に体力を
使いますので、対象者を丁寧にマッチングする必要あります。  

⑤冬期（おすすめの時期：１月下旬～２月） 

（１）６泊程度で周遊可能なコース  
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

ウトロ温泉

ＪＲ

富良野

温根湯温泉

網走

釧路

帯広

（美瑛）

（旭川）
（層雲峡）

（摩周）

（札幌）

新千歳空港

（斜里）

ＪＲ
ＪＲ

十勝川温泉

バスは＝ JRは=(ＪＲ) =

【ルート所感】 
北海道の自然に触れることや温泉に入浴することで高いリラクゼーション効果があると考えられます。都市部にはエス
テがあることや大規模なリゾート施設との組み合わせによって飽きのこないバリエーションを持たせる必要があります。
流氷が見られる期間は非常に限られていますので、見ることのできない春から秋にも商品化できるようなコース設定が
必要です。  

⑥冬期（おすすめの時期：１月下旬～２月） 

（１）６泊程度で周遊可能なコース  
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

 ５泊６日、６泊７日という比較的長期のモデルルートのため、販売方法には工夫が必要でありま
す。 
  
訪問地を詰め込み過ぎで、お客様から敬遠される、という声が旅行会社から寄せられるのではない

かという地域の声もお聞きしましたが、そのように捉えるのではなく、折角、道東一周を巡るのだからこ
そ、その土地の魅力を存分に詰め込んだ商品！と販売（お客様への訴求）をすることが必要であり、
そのことが結果として、このルートの魅力をより高めることにも繋がるのではないかと考えます。 
また、そのように発信することで、広大な北海道をより意識していただき、移動方法についても、より

具体的なイメージを持っていただけることに繋がります。 
逆に道民視点で、大変で忙しいコースとネガティブに捉えて、その訪問地を削ってしまうと、このコー

スの魅力が薄れてしまうのではないか、とも考えます。 
  
ＦＩＴ化が進んでいるからこそ、数多くの魅力を存分に詰め込んで訴求し、そして申し込んでもら

い、その後はお客様に訪問地や交通手段のカスタマイズをしてもらえれば良いのではないでしょうか。 
だからこそ、宿泊・ＪＲ・レンタカー・入場券などの情報を効果的に発信することが必要であります。

よって、その情報発信とともに、一元的に取り扱う（手配する）役割を担える海外旅行会社は重要
であるため、これら長期のモデルルート販売については、「各テーマに基づくゴールデンルート」という思い
を持って、海外旅行会社へＰＲ・販売することが必要と考えます。 

  
海外旅行会社にこの６ルートを持ってもらえれば、副次的効果も想定されます。それは、企業

（団体）向け市場の取り込みであります。まだまだ台湾・香港・タイ市場からは、多くの企業の視察
やインセンティブ旅行の需要があります。その市場は新しい、魅力あるルートを欲しています。そのよう
な中、各旅行会社にすぐに提案できる、今回のようなモデルルートが用意されているのであれば、旅行
会社営業担当者にとっても、喜ばれるはずです。 

  
そのような点も意識して、この６つのモデルコースは現地旅行会社へ売り込むことが必要だと考えま

す。 
  

６泊程度で周遊可能なコースの今後の販売展開について 

十勝川温泉

（足寄）

阿寒湖温泉

ウトロ温泉網走湖温泉

層雲峡温泉

（網走）

（上川）

（旭川）

（羅臼）

（富良野）

（札幌）

新千歳空港

（阿寒・摩周）
ＪＲ

ＪＲ ＪＲ （斜里）

ＪＲ

バスは＝ JRは=(ＪＲ) =

ウトロ温泉

ＪＲ

富良野

温根湯温泉

網走

釧路

帯広

（美瑛）

（旭川）
（層雲峡）

（摩周）

（札幌）

新千歳空港

（斜里）

ＪＲＪＲ

バスは＝ JRは=(ＪＲ) =

１ ２ 

ウトロ温泉

ＪＲ

富良野

温根湯温泉

網走

釧路

帯広

（美瑛）

（旭川）
（層雲峡）

（摩周）

（札幌）

新千歳空港

（斜里）

ＪＲ

バスは＝ JRは=(ＪＲ) =

ウトロ温泉網走

（網走）
（羅臼）

ＪＲ
（斜里）

ＪＲ

新千歳空港

（帯広）

阿寒湖温泉

（釧路湿原）

（塘路）

（川湯）

②川湯温泉温根湯温泉

富良野

（層雲峡）
（旭川）

ＪＲ

バスは＝ JRは=(ＪＲ) =

３ ４ 

ウトロ温泉

（斜里）

（札幌）

新千歳空港

（旭川）
層雲峡温泉

網走

十勝川温泉

釧路

ＪＲ

（紋別）

ＪＲＪＲ

（塘路）
（たんちょう
ツルセンター）

バスは＝ JRは=(ＪＲ) =

５ ６ 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

ひがし北海道の最大の資源であり特色である様々な「自然美」とその「コントラスト」を体現した、ルート内
を３泊程度で周遊可能な旅行商品を企画・開発し、１２月の海外旅行会社ヒアリング及び、地域関
係者ヒアリングに臨みました。 

(1)北海道の景観と自然を楽しむモデルルート 
    
    ①北海道ガーデン街道モデルプラン（レンタカープラン） 
     ②オホーツク花街道モデルプラン（レンタカープラン） 
     ③大雪十勝パノラマ街道モデルプラン（レンタカープラン） 
     ④ひがし北海道３つ星街道モデルプラン（都市間バス・路線バスプラン） 
     ⑤オホーツク流氷街道モデルプラン（ひがし北海道周遊観光バス・路線バスプラン） 
 
(2)野生動物との出会いを楽しむ観光モデルルート 
     
    ⑥アニマルミュージアム街道モデルプラン（レンタカープラン） 
     ⑦野鳥の楽園街道モデルプラン（レンタカープラン） 
     ⑧丹頂・まりも街道モデルプラン（ＪＲ・路線バスプラン） 
 
(3)食・農・自然を楽しむモデルルート 
   
      ⑨ひがし北海道ミルク街道モデルプラン（レンタカープラン） 
     ⑩北海道チーズワイン街道モデルプラン（ＪＲ・路線バスプラン） 
     ⑪北海道ファームステイ街道モデルプラン 
     ⑫ひがし北海道海のグルメ街道モデルプラン（レンタカープラン） 
 
(4) ⑬ひがし北海道の歴史を探索するモデルルート 

 
(5)冒険を楽しむモデルルート（ゾーン） 
    
      ⑭大雪山を中心に多様な野外活動を楽しむゾーン 
    ⑮阿寒国立公園、知床国立公園を中心に野外活動を楽しむゾーン 
 
(6) ⑯癒しのモデルルート（ゾーン） 



17 

 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

「ひがし北海道」の最大の資源であり特色である様々な「自然美」とその「コントラスト」を体現した、 
ルート内を３泊程度で周遊可能な旅行商品を企画・開発しました。 

ルート名 主なコースポイント ターゲット アピールするストーリー 

①北海道ガーデン街道

（既定ルート） 

・北海道を代表する８つのガーデンをめぐる。 

（風のガーデン、紫竹ガーデン、真鍋庭園など） 

アジアFIT ●美しいガーデンが地域的に連なっており、各ガー

デンのポテンシャルも高い。 

●北海道スタイルのガーデンも魅力 

②オホーツク花街道 

・オホーツク海沿岸の自然のお花畑（原生花

園）や内陸部の花園を回る。（小清水原生花

園、ワッカ自然公園、ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ公園など） 

アジア団体・FIT ●オホーツクの海岸景観に広がる自然のお花畑の

すばらしさ 

●澄んだ空気、草原に吹くさわやかな風 

●コスモスの丘など大面積のお花畑のすばらしさ 

③大雪十勝パノラマ 

街道 

上川から三国峠を越え十勝に至る、北海道中心

部を縦断する壮大なパノラマドライブコース。大雪

山の雄大な山岳景観と十勝の広大な農地景観と

いう、まさに北海道ならではのダイナミックな景観が

同時に楽しめる。 

アジア団体・FIT ●大雪山を縦断し、広大な畑が広がる十勝平野

を走る。ダイナミックな景色がたのしめる北海道らし

い雄大なドイブコース 

④ひがし北海道３つ星

街道 

すでに設定されている観光ルートで、ミシュラン・グ

リーンガイドジャポン改訂版に掲載された阿寒湖・

摩周湖・知床国立公園をつなぐ観光ルート。 

アジア団体・FIT ●２つの国立公園を通過する雄大な大自然を満

喫できるルートである。 

⑤オホーツク流氷街道 
オホーツク海の流氷を知床から紋別まで地域の食

とともに楽しむ観光ルート。 

アジアFIT、団体 ●流氷を陸からと海からの両方から楽しむ。 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

①北海道ガーデン街道モデルプラン（レンタカープラン） 

 〇ガーデン街道の庭園めぐりと十勝・大雪山の雄大な自然景観、花風景を楽しむプラン（6月～8月） 

 

移動手段 日程 経路 食事 宿泊 

レンタカー ０日目 前泊 東京・大阪   

1日目 旭川空港→ 

上野ファーム→旭山動物園→美瑛四

季彩の丘→ファーム富田→富良野

（泊） 

【朝】－ 

【昼】自由 

【夕】宿 

新富良野 

プリンスホテル 

2日目 富良野→ふらの風のガーデン→紫竹

ガーデン→六花の森→十勝川温泉

（泊） 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】宿 

十勝川温泉 

観月苑 

3日目 十勝川温泉→糠平湖→大雪湖→大

雪森のガーデン→ 

旭川空港 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】－ 

－ 

         

【ルート所感】 
 
 花が咲く初夏には、台湾やタイの観光客に人気が高いルートと考えられます。しかしながら、宿泊施設を工夫すること
で、より旅行者に満足していただける商品になります。全てをとり入れると販売期間が短いので、他のモデルルートと組
み合わせられるようにする必要もあります。 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

②オホーツク花街道モデルプラン（レンタカープラン） 

 〇オホーツクの原生花園と知床世界自然遺産をめぐるプラン（6月～7月） 

 

移動手段 日程 経路 食事 宿泊 

レンタカー ０日目 前泊 東京・大阪   

1日目 女満別空港→ 

小清水原生花園→知床五湖→ウトロ

（泊） 

  

【朝】－ 

【昼】自由 

【夕】宿 

知床グランド 

ホテル 

北こぶし 

2日目 ウトロ→斜里町知床博物館→網走天

都山→ワッカ原生花園→サロマ湖

（泊） 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】宿 

サロマ湖 

鶴雅リゾート 

3日目 サロマ湖→北見ハッカ記念館→網走監

獄博物館→ 

女満別空港 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】－ 

－ 

         

【ルート所感】 
 
 オホーツクのゴールデンルートであり、たくさんの国の旅行者に満足してもらえると考えられます。しかし、花が咲く時期
が短いため、富良野ラベンダーのように、期間限定であることを付加価値につなげていく必要があります。また、ここに来
たら必ず取る写真撮影ポイントの設定などが必要です。 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

③大雪十勝パノラマ街道モデルプラン（レンタカープラン） 

 〇層雲峡から十勝にいたる雄大な自然景観、農村景観を楽しむモデルプラン（6月～8月） 

 

移動手段 日程 経路 食事 宿泊 

レンタカー ０日目 前泊 東京・大阪   

1日目 旭川空港→ 

層雲峡→糠平湖→然別湖（泊） 

【朝】－ 

【昼】自由 

【夕】宿 

しかりべつ湖 

ホテル福原 

2日目 然別湖→鹿追（神田日勝記念館）

→帯広百年記念館→紫竹ガーデン→

十勝川温泉（泊） 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】宿 

十勝川温泉 

観月苑 

3日目 十勝川温泉→富良野風のガーデン→

富田ファーム→美瑛四季彩の丘→旭

川空港 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】－ 

－ 

         

【ルート所感】 
 
 十勝周辺は、訴求力が強い観光資源が少なく、他地域と組み合わせたルート設定が必要です。また、富良野・美
瑛はラベンダーが見ごろとなる7月がピークの観光期であるため、通年の販売は難しいと考えています。少しでも長い販
売時期を確保するために、アクティビティや帯広市内での買い物といった十勝ならでは観光ルートにしていく必要があり
ます。 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

④ひがし北海道３つ星街道モデルプラン（都市間バス・路線バスプラン） 

 〇阿寒及び知床国立公園の雄大な自然風景をめぐるモデルプラン（５月～１０月） 

 

移動手段 日程 経路 食事 宿泊 

都市間バス/路線バス ０日目 前泊 東京・大阪   

1日目 釧路空港→ 

阿寒国際ツルセンター→阿寒湖

（泊） 

【朝】－ 

【昼】自由 

【夕】宿 

あかん遊久の

里 

鶴雅 

2日目 阿寒湖→硫黄山→摩周湖→小清水

原生花園→ウトロ（泊） 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】宿 

知床グランド 

ホテル 

北こぶし 

3日目 ウトロ→知床五胡→網走→ 

女満別空港 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】－ 

－ 

         

【ルート所感】 
 
 アジアのお客様に非常に人気の高いコースです。季節に左右されにくい観光施設が多いので、販売もしやすいと考え
ています。ホテルがホスピタリティの高さや施設の充実の一方、他の観光施設もそれに相応するよう改善していくことで、 
3つ星に相応しい観光ルートになると考えます。 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

⑤オホーツク流氷街道モデルプラン（ひがし北海道周遊観光バス・路線バスプラン） 

 〇 流氷見学と流氷の町を訪ねるモデルプラン（2月～3月） 

移動手段 日程 経路 食事 宿泊 

  ０日目 前泊 東京・大阪   

路線バス/都市間バス 

  

 

ひがし北海道エクスプレスバス 

  

 

ひがし北海道周遊観光バス 

1日目 旭川空港→旭川→紋別（泊） 

※トッカリセンター・ガリンコ号にて流氷

見学 

【朝】－ 

【昼】自由 

【夕】自由 

紋別プリンス

ホテル 

2日目 紋別→サロマ湖→オシンコシンの滝→

ウトロ（泊） 

※流氷ウオーク 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】宿 

知床第一ホ

テル 

3日目 ウトロ→網走→女満別空港 【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】－ 

- 

        

【ルート所感】 
 

 「流氷」は非常に訴求力の強い観光資源であり、一時期の日本人旅行者がそうであったように、現在は外国人旅
行者が流氷を求めて訪れています。しかし、このままでは、以前の日本人旅行客と同じように、一過性のブームで終
わってしまうことが懸念されます。アクティビティと絡めたリピーターを呼べる観光資源として、昇華させることが望まれます。 
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２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

(2)野生動物との出会いを楽しむ観光モデルルート 

ルート名 主なコースポイント ターゲット アピールするストーリー 

①アニマルミュージアム街

道 

・旭山動物園、サホロベアパークなど、 

主要な動物園を回る。 

アジアマーケット 

（香港、韓国、台湾、中

国） 

●大型野生動物に会える 

●海から見る野生動物 

●海と山が作り出す大自然のドラマ 

②野鳥の楽園街道 

・厚岸、根室春国岱、野付半島、知床、

摩周湖、阿寒 

・タンチョウ、ハクチョウ、 

・オオワシ、オジロワシ、 

・海鳥 

欧州(イギリス)マーケット 

アジアFIT 

●世界有数の野鳥の楽園をめぐる 

●野鳥を観察・研究する 

●野鳥の生態を学ぶ 

③丹頂・マリモ街道 

通称まりも国道と呼ばれる国道240号線

である釧路から阿寒に至る路線。 

アジアFIT、団体 ●この地域一体に生息する丹頂とまりもを楽

しむコース 
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２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

⑥アニマルミュージアム街道モデルプラン（レンタカープラン） 

 〇動物愛好家のための施設めぐりモデルプラン（５月～１０月） 

移動手段 日程 経路 食事 宿泊 

  ０日目 前泊 東京・大阪   

レンタカー 1日目 旭川空港→ 

上野ファーム→旭山動物園→ファーム

富田→サホロリゾート（泊） 

【朝】－ 

【昼】自由 

【夕】宿 

十勝 

サホロリゾート 

2日目 サホロリゾート→サホロベアマウンテン→

釧路阿寒国際ツルセンター→阿寒湖

（泊） 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】宿 

あかん遊久の

里 

鶴雅 

3日目 阿寒湖→網走→山の水族館→ 

旭川空港 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】－ 

－ 

         

【ルート所感】 
 
 旭山動物園は人気の観光施設となっており、動物園のコンセプトが変らない限り、一定の訴求力があると考えられ
ます。夏期は、草木が繁茂し、野生動物が見にくい環境なので、施設型のコースを組む方が旅行者の満足度が高く
なると考えます。 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

⑦野鳥の楽園街道モデルプラン（レンタカープラン） 

 〇国内屈指のバードサンクチュアリをめぐるモデルプラン（４月～６月、10月～３月） 

移動手段 日程 経路 食事 宿泊 

  ０日目 前泊 東京・大阪   

レンタカー 1日目 釧路空港→ 

辺寒辺牛湿原→春国岱ネイチャーセン

タ→根室（泊） 

【朝】－ 

【昼】自由 

【夕】宿 

ホテル 

ねむろ海陽

亭 

2日目 根室→野付半島→羅臼（泊） 【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】宿 

陶灯りの宿 

らうす 

第一ホテル 

3日目 羅臼→網走→釧路湿原→ 

釧路空港 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】－ 

－ 

         

【ルート所感】 
 
 バードウォッチングは、比較的、文化的に成熟した旅行マーケットに人気が高い商品になります。北海道は、渡り鳥
が初春、初冬に訪れる世界でも数少ない場所であり、このような動物の大移動に関心が持てるようなマーケットが対
象となります。旅行者の関心を惹けるような学術的なガイドから初心者でも楽しめる入門用ガイドまで幅広いメニュー
を開発していくことが必要と考えます。 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

⑧丹頂・まりも街道モデルプラン（ＪＲ・路線バスプラン） 

 〇特別天然記念物のタンチョウとまりもを楽しむプラン（通年） 

移動手段 日程 経路 食事 宿泊 

  ０日目 前泊 東京・大

阪 

  

JR 

  

  

路線バス 

  

  

路線バス/JR 

1日目 札幌→ 

釧路（ノロッコ号）→塘路→釧路（泊） 

  

【朝】－ 

【昼】自由 

【夕】自由 

ラビスタ釧路川 

2日目 釧路→伊藤タンチョウサンクチュアリ→阿寒

湖マリモ展示観察センター→阿寒湖（泊） 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】宿 

あかん遊久の

里鶴雅 

3日目 阿寒湖→阿寒国際ツルセンター→釧路駅

→札幌駅 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】－ 

－ 

         

【ルート所感】 
 
 釧路周辺で見られる「タンチョウヅル」や「まりも」といった国の天然記念物だけでは、商品化が難しいと考えています。 
ただし、通年見られることや関連したみやげ物も多いことから、改めて観光資源として磨き上げる必要があると考えてい
ます。ツルは、中国をはじめ各国で縁起のいい動物とされていますので、今後、定番の資源として欠かすことができない
と考えています。 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

(3)食・農・自然を楽しむモデルルート 

ルート名 主なコースポイント ターゲット アピールするストーリー 

①ひがし北海道ミルク

街道 

釧路、根室、中標津等の道東を代

表する雄大な酪農地帯を回る。 

アジアFIT・団体 この地域は自然景観も雄大で、景色ととも

に新鮮なミルクと乳製品を味わうという楽し

みが売り。 

②北海道チーズワイン

街道 

  

すでに開発されている十勝のチーズ

生産工房等をめぐるコース。 

アジアFIT・団体、欧米 十勝の農村景観とチーズ、スイーツが魅力。 

③北海道ファームステ

イ街道 

  

鹿追、新得、中札内など十勝の代

表的なグリーンツーリズム地帯に滞在

し、周辺を回る。 

アジアFIT、欧米 農村での滞在と農業体験、野外活動を組

み合わせたコース。既存のファームインなどを

活用。 

④ひがし北海道海の

グルメ街道 

  

釧路から根室、知床にいたる海沿い

のコースをめぐる。 

アジアFIT、欧米 道東の水産物、水産加工品をテーマに、

海の食、買い物、体験などを組み合わせた

これぞ北海道というグルメコース。 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

⑨ひがし北海道ミルク街道モデルプラン（レンタカープラン） 

 〇釧根線地域の雄大な酪農地帯をまわり、たっぷり乳製品を楽しむモデルプラン（通年） 

移動手段 日程 経路 食事 宿泊 

  ０日目 前泊 東京・大阪   

レンタカー 1日目 釧路空港→ 

霧多布湿原センター→根室伊藤牧場→別海乳

業公社→養老牛温泉（泊） 

【朝】－ 

【昼】自由 

【夕】宿 

ホテル 

養老牛 

2日目 養老牛温泉→開陽台→どさんこ牧場→ 

釧路（泊） 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】自由 

ラビスタ釧路川 

3日目 釧路→十勝しんむら牧場→帯広（スイーツ） 

→帯広空港 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】－ 

－ 

         

【ルート所感】 
 
 釧路から根室に向かっては、交通機関が限られており、レンタカープランが主力になります。しかし、宿泊施設の選択
肢が少なく、旅慣れたリピーター旅行者を満足させるのは難しいかもしれません。施設が見劣りする分、訴求力の高い、
「食」でカバーしていかなければ、他地域との競合で負けてしまう恐れがあります。 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

⑩北海道チーズワイン街道モデルプラン（ＪＲ・路線バスプラン） 

 〇富良野と十勝のワイン工房、チーズ工房を訪ねるモデルプラン（通年） 

 

移動手段 日程 経路 食事 宿泊 

  ０日目 前泊 東京・大阪   

JR 

  

路線バス 

  

  

  

路線バス/JR 

  

1日目 札幌→ 

富良野→ふらのチーズ工場・ワイン工場→共

同学舎→サホロリゾート（泊） 

【朝】－ 

【昼】自由 

【夕】宿 

十勝 

サホロリゾート 

2日目 サホロリゾート→中札内・大樹（チーズ工

房）→帯広（スィーツ）→帯広（泊） 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】自由 

リッチモンド 

ホテル帯広

駅前 

3日目 帯広→池田ワイン城→帯広→ 

札幌 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】－ 

－ 

【ルート所感】 
 
 日本での洋食文化の普及とともに、北海道のチーズやワインが評価を高めており、今後、アジア各国に洋食文化が、  
広まっていくと考えれば、ヨーロッパのチーズやワインと並んで、北海道産品が注目されると考えられます。富裕層を中心 
にしっかりと、味や風土からくる質の高さを伝えるようなストーリーの構築が必要であると考えます。 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

⑪北海道ファームステイ街道モデルプラン 

 〇富良野・十勝地域の農家民宿（ファームイン）に滞在し周辺観光を楽しむモデルプラン 

移動手段 日程 経路 食事 宿泊 

レンタカー 1日目 旭川空港→ 

旭川市内、旭山動物園他→旭川

（泊） 

【朝】－ 

【昼】自由 

【夕】宿 

 

  

2日目 旭川→富良野市、上富良野町、新得

町、鹿追町などにおける農家民宿（農

業体験、サイクリング、ハイキング、釣り

他）（泊） 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】宿 

農家民宿 

ファームステイ 

施設 

3日目 農家民宿→ 

各種体験→ 

帯広空港 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】－ 

－ 

ファームステイは、一時期に国内旅行でも取り上げられたものですが、受入が難しいと考えられます。しかし、近年で
は、民泊へのニーズが高まっており、制度が用意されれば、ファームステイも活気づくと考えられます。当面は、農業体
験として秋の収穫時期を中心に、地域の民宿などを活用しながらの商品化が想定されます。 

【ルート所感】 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

⑫大ひがし北海道海のグルメ街道モデルプラン（レンタカープラン） 

 〇太平洋からオホーツクにかけての海岸線を景色と食をテーマに楽しむモデルプラン 

 

移動手段 日程 経路 食事 宿泊 

  ０日目 前泊 東京・大阪   

レンタカー 1日目 釧路空港→ 

厚岸（かき）→浜中（牛乳・アイス）

→根室（泊） 

【朝】－ 

【昼】自由 

【夕】宿 

ホテル 

ねむろ海陽

亭 

2日目 根室→尾岱沼（エビ）→標津（サ

ケ）→羅臼（ホッケほか）→ウトロ

（泊） 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】宿 

知床グランド 

ホテル 

北こぶし 

3日目 ウトロ→網走（カニ・ホタテ）→ 

釧路空港 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】－ 

－ 

          

オホーツク海のホタテが、東アジアに広く輸出されており、ニーズが高いと考えられます。ただし、北海道はどこでも、水
産品をメインにしたビュッフェなどをとり入れており、差別化が必要です。水揚げの様子やサケの遡上が見られるような施
設見学とあわせたり、秋サケ釣りの体験など、深く思い出に刻まれる出来事を入れ、商品化する必要があると考えます。 

【ルート所感】 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

(4)⑬ひがし北海道の歴史を探索するモデルルート 

 〇先住民の歴史文化を訪ねるモデルプラン（レンタカープラン） 

   アイヌ文化とオホーツク文化それぞれの歴史的な魅力を紹介 

 

移動手段 日程 経路 食事 宿泊 

  ０日目 前泊 東京・大阪   

レンタカー 1日目 釧路空港→ 

釧路市博物館→阿寒湖アイヌコタン→

阿寒（泊） 

【朝】－ 

【昼】自由 

【夕】宿 

あかん遊久の

里 

鶴雅 

2日目 阿寒→網走モヨロ貝塚館→北方民族

資料館→常呂遺跡→北見（泊） 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】自由 

ホテル 

ルートイン 

北見大通西 

3日目 北見→北網圏北見文化センター→端

野町歴史民俗資料館→女満別空港 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】－ 

- 

 ひがし北海道は、アイヌ民族の歴史資料が多く見られるだけではなく、縄文からの歴史が残っている道内でも数少な
い地域です。しかしながら、世界的にみれば、旅行者へのインパクトが少なく、それほどの関心を惹くことは難しいです。
ここにある遺跡や文化が世界的にどのように位置づけられるのかを勘案し、磨きあげる必要があります。 

【ルート所感】 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

(5)⑭冒険を楽しむモデルルート（ゾーン） 

 〇大雪山を中心に多様な野外活動を楽しむゾーン（６月～10月） 

移動手段 日程 経路 食事 宿泊 
  ０日目 前泊 東京・大阪   
レンタカー 1日目 旭川空港→ 

層雲峡（泊） 
【朝】－ 
【昼】自由 
【夕】宿 

層雲峡温泉 
朝陽リゾート 
ホテル 

2日目 層雲峡→忠別川ラフティングツアー→旭
岳温泉（泊） 

【朝】宿 
【昼】自由 
【夕】宿 

旭岳温泉 
ホテル 
ベアモンテ 

3日目 旭岳温泉→旭岳トレッキング→サホロリ
ゾートベアマウンテン→帯広空港 

【朝】宿 
【昼】自由 
【夕】－ 

  

         

河川や湖、海岸といった水資源が豊富な地域性を活かしたアクティビティのメニューは、人気がでると思います。しか
し、ニセコにみられるようなガイドや施設の充実がないので、旅行者が楽しみリピーター化できるようなサービスにする必
要があります。冬期は気象条件が厳しく一般の旅行者が経験するには危険を伴うと考えられますので、春から秋にか
けた商品化になります。 

【ルート所感】 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

移動手段 日程 経路 食事 宿泊 
  ０日目 前泊 東京・大阪   
レンタカー 1日目 釧路空港→ 

塘路ネイチャーセンター（カヌー、トレッキ
ング）→釧路（泊） 

【朝】－ 
【昼】自由 
【夕】宿 

層雲峡温泉 
朝陽リゾート 
ホテル 

2日目 釧路→摩周湖→知床五湖（散策）
→ウトロ（泊） 

【朝】宿 
【昼】自由 
【夕】宿 

知床グランド 
ホテル 
北こぶし 

3日目 ウトロ→網走（博物館他）→ 
女満別空港 

【朝】宿 
【昼】自由 
【夕】－ 

  

         

(5)⑮冒険を楽しむモデルルート（ゾーン） 

 〇阿寒国立公園、知床国立公園を中心に野外活動を楽しむゾーン 

ガイドが必要なカヌーなどのアクティビティは、人材の確保が急がれます。また、体験できるアクティビティも、自然を楽
しめる軽い体験メニューや深く自然に入り体験できるものなど多様性が必要になります。この地域は、まだまだガイドが
足りないと思いますので、地域で支えながら人材を育成していく必要があると思います。 

【ルート所感】 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

２ 旅行商品の企画  

（２）テーマ別モデルコースの企画（１６コース）   

(6)⑯癒しのモデルルート（ゾーン） 

 〇ひがし北海道の有名温泉地を訪ねるモデルプラン（レンタカープラン） 

移動手段 日程 経路 食事 宿泊 

  ０日目 前泊 東京・大阪   

レンタカー 1日目 旭川空港→ 

層雲峡温泉→温根湯温泉→川湯温

泉（泊） 

【朝】－ 

【昼】自由 

【夕】宿 

川湯温泉 

冨士屋 

2日目 川湯温泉→阿寒温泉→十勝川温泉

（泊） 

  

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】宿 

十勝川温泉 

観月苑 

3日目 十勝川温泉→然別湖畔温泉→層雲

峡温泉→ 

旭川空港 

【朝】宿 

【昼】自由 

【夕】－ 

－ 

温泉は、世界中の旅行者に人気がありますが、個々の温泉の特色や希少性が十分に旅行者に伝わっていないと
思います。また、宿泊施設ではない温泉も多くありますので、秘湯や野天風呂などと組み合わせバリエーションを増やし
ていく必要があります。温泉だけではなく、マッサージやエステなど関連サービスとのセットによって、付加価値をつけていく
必要があります。 

【ルート所感】 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

３ 関係機関へのヒアリング  

（１）海外旅行会社ヒアリング 

海外旅行会社担当者（台湾・香港・タイ）とスケジュール調整をし、「ひがし北海道エリア」における認知度、
現状での旅行者の動向、現地旅行者の訴求ポイント等のヒアリングを行いインバウンドの求める観光ポイントを
整理し観光ルート案の素案作成の基本材料データとしました。  

■長汎旅行社（台北市長安東路二段100號3樓） 
  ヒアリング対象者：蔡錦惠、陳雅惠 

■雄獅旅遊（台北市內湖區石潭路151號） 

  ヒアリング対象者：冉光虹、陳雅君 
  ヒアリング対象者：林雪嬌 、吳俐綾  

■東南旅行社（台北市中山北路二段60號）  

  ヒアリング対象者：黃加宏 本部長 
■ JTB台湾（台北市中山北路二段60號10樓） 
  ヒアリング対象者：吳凱真、佐野部長  

12月12日 於:台北   

12月13日 於:台北  ■山富國際旅行社（台北市中山區南京東路二段85號4樓） 
   ヒアリング対象者：張浚卿主任  
■金龍旅行社（台北市復興北路167號13樓之2） 
  ヒアリング対象者： Nico、朱線控  
■雑誌社   

12月14日 於:香港   ■永安旅遊 Wing On Travel（九龍觀塘鴻圖道51號保華企業中心30樓） 
  ヒアリング対象者：蔡順強 Billy Tsoi  
■康泰旅行社 Hong Thai Travel（香港金鐘港鐵站統一中心5字樓） 
  ヒアリング対象者： Candy Chan  
■香港安運旅遊 Wincastle Travel（九龍觀塘鴻圖道73-75號KOHO9樓A室） 
  ヒアリング対象者： Henry Lai  
■JTB香港（香港九龍尖沙咀廣東道７號九倉電訊中心７楼710-716室） 
  ヒアリング対象者： Ria Lam     

12月15日 於:香港   ■雑誌社  
■安達旅運 Lotus Tours（九龍九龍灣宏泰道23號 Manhattan Place36樓） 
  ヒアリング対象者： May Lai 
■西敏旅行社 Westminster Travel 
         （九龍觀塘觀塘道418號創紀之城5期東亞銀行中心17樓） 
  ヒアリング対象者： Mandy Shek 

12月16日 於:タイ   

12月17日 於:香港 
  

                                  

■world surprise 
  ヒアリング対象者：Ｔhanawadee 
■EliteHoliday 
  ヒアリング対象者：Ladda 
■JTBタイランド 
  ヒアリング対象者：椎名・田村 
■fiendy tour 

■JTBタイランド 
 
■Traveller`s Companion（雑誌社） 

〇シーロムコンプレックス支店 
〇エムクオーティエ支店 
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【ライオン旅行社／団体部署】 
 
 ・道東コースは、北海道コースの売り上げの夏は2割、冬は7割を占める。旅行代金は13万円位が主流。 
 ・千歳→十勝川→釧路→阿寒→網走→層雲峡→札幌が多い。 
 ・富良野は道東コースには入らなく登別、洞爺に繋がるエリア。 
 ・道東については知名度が低いことから、写真を付けてSNSの発信が効果的と思う 
 ・夕食については、バイキングが多い。札幌でのカニ食べ放題は必須。 
 ・道東の新コースは増勢希望はあるが、道東スポットの知名度が低い。 
 ・AIRはEVAが多く、4泊5日が主流。旭川利用した場合コースもある。 
 ・24時間対応のカスタマーのホットラインがある。 
  
＜コンテンツについて＞ 
 ・芝桜の商品が人気。 
 ・紅葉は花よりは興味が薄い。 
 ・阿寒町の鶴も人気。 
 ・流氷が人気。網走での流氷船が満杯の場合は、紋別を利用。（紋別は通常利用しない） 
 ・知床は遠すぎる。 
 ・早朝や夜間のコンテンツは、添乗員が嫌うことから組み込みづらい現状。 
 ・バードウォッチングは、希望者が少ない。 
 ・アイヌコタンについては、今年からコース組み込みで想像以上の人気。 
 ・スイーツもいいが、小樽のイメージが強い。 
 ・昼食のレストラン場所の収容数が少ないのが懸念事項。 
  ※団体メニューを特別に設定して欲しい（釧路の勝手丼等） 
 ・札幌の免税店等の買い物は必須。 

台湾 
  
【長汎旅行社 ※EVA航空グループ】 
 
 ・千歳→十勝川→阿寒→層雲峡→札幌宿泊の4泊5日が人気。旅行代金は16万円程度。 
  ・交通アクセスが理由で団体旅行が道東は多い。 
 ・会社としては、FITも来年は視野に入れて展開しEVA以外の航空機も取り扱えるように配慮。 
 ・GMTと道東の商品や素材の提供で連携することは可能。 
 ・道東周遊バスについては、アイデアがすごく良いので、販売の可能性は高い。 
 ・テーマをつけて、エリアごとのさまざまなコンテンツを整理し、多くのオプションとして商品提供した方が、FITにとって個人で 
  チョイス可能。 
 ・公式HPのコンテンツ商品情報記載については、商品金額を載せるときには定価のみ載せて、現地旅行販売店用に 
  ネットの金額の造成希望。 
 ・カスタマー対応として、24時間対応のホットラインが、スマホのラインで実施中。 
 ・ランオペについては、SGジャパンにお願いするのと、直接手配と半々。 
  
＜コンテンツについて＞ 
 ・網走は流氷のシーズンが人気、流氷ウォークも人気。 
 ・知床のベアウォッチングについては、安全性危惧される。 
 ・芝桜は大人気。 
 ・十勝の牧場などで、乳製品をその場で食べることが望ましい。 
 ・カヌーについては、質問も多く興味を示していた。 
 ※ 5人家族連れでも実施可能か。 
 ・アイヌは、以前ツアーコンテンツに入れていたが、人気が下降している。 
 ・くじらや野鳥については関心低い。 
 ・路線バスの利用は、待ち時間等の問題があり、商品に入れずらい。 

（１）海外旅行会社ヒアリング 
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【ライオン／FIT担当】 
 
 ・レールパス販売が中心で、道東の商品はほぼ皆無の状況。（商品の提案があれば販売可能） 
 ・食事、交通、ホテル、レンタカー商品をそろえてほしい 
 ・周遊観光バスについては、質問をいくつかいただき興味がある様子。 
 ・4日間コースの販売ではなく、好きなコースの組み合わせで自分のツアーを組みたてられる方がよい。 
 ・ランドオペレーターは、ハナツアーとビコツアーにお願いしている。GMTでもOK。 
 ・エアについて３～４万で自社手配可能。現地コンテンツ商品の提供でもOK 
 ・facebookの記事upが広告では効果的。 
 ・4泊5日10万円くらいで設定できれば理想的。（スケルトン型） 
 ・路線バスでは、長時間の待ち時間が懸念事項。鉄道＋レンタカーセットならOk。 
 ・運転できない人向けの商品の造成希望。 
  
＜コンテンツについて＞ 
 ・知床は交通アクセスが便利なら支持がある。 
 ・動物は見ることができない種類が多いのでポテンシャルは高い。 
 ・フロストフラワーの問い合わせが多い、芝桜は人気、大雪山は紅葉より冬。 
 ・カヌーは商品に組み込んでもよいコンテンツ。 
 ・雪、流氷の体験ものは人気がある。 
 ・アイヌは歴史という観点で興味があるかもしれない。 

【ライオン／テーマ商品造成・団体】 
 
 ・団体商品でも6か月前には作られていないと募集が望めない。 
 ・3月までに道東商品の提供を求めている。 
 ・8日間の旅行も作りたいと思っているが、テーマが重要。デイープな情報が欲しい。 
   ※東京経由→道東 地方空港のANA、JALの可能性も大いに考えられる。 
   ※乗り継ぎをしても見に行きたい、体験したいなどの興味深いコンテンツが必要。 
 ・リピーターも有り、台湾のガイドはショッピングガイドはうまいが、現地の説明が足りない。 
  ※道東の現地ガイドから詳細の説明をしてもらうのも必要 
 ・コース設定は、相互に相談しながらトライ＆エラーを交えて良いものを造成したい。 
 ・FITに繋がるコースや商品造成で、道東訪問者が増加した場合には、FITが情報発信源となり、後々の団体ツアーの 
  コース設定に繋がるほどエリア知名度に影響を与えることがある。 
  
＜コンテンツ＞ 
 ・客層が年配で、金銭的余裕があるが、休暇取得困難者。 
 ・鶴、流氷、帯広の熱気球、豚丼が人気。 
 ・自然のコンテンツが多く、天候等に左右され未実施時にクレームにつながる。 
 ・自然コンテンツと文化施設など、常に見学可能なもの、地域が力を入れているイメージ作りのコンテンツ等のバランスが 
  大事。 
 ・夏期のキャンプ地、冬期はかまくらで楽しめる等のシーズンごとの 
  違う楽しみ方を提案してほしい。（グランピングなど） 
 ・桜は今後狙っていきたいコンテンツ。（雪と桜が一緒に見られるとか） 
 ・地域の知名度上げることも大事だが、浸透させるのには 
   ３～４年程度必要。 

（１）海外旅行会社ヒアリング 
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【JTB台湾】 
 
 ・3月末に帯広のチャーター便が就航。150名定員。 
 ・FITについては、JRのレールパスの売上が基本。 
 ・ツアーは4泊５日が主流。 
 ・北海道は、ニーズがあるが、商品を造成しても他社との金額を比較して売れるかが疑問。 
 ・ヨーロッパコースと金額が変わらず、日数はヨーロッパが長期で人気。 
 ・広報については、るるぶは効果的だと思う。 
  ※パブリッシングがフェアで530冊販売していた。ネット販売が主流だが、紙媒体の可能性も大いにある。 
 ・季節の旬の祭情報をしっかり伝えて、季節限定感を商品にできれば売れると思う。 
  また、道東について知名度が低いため、ツーリングやバスケ等台湾人の趣味コミュニティを利用した商品造成と情報拡散 
  の実施が必要。 
  
＜コンテンツについて＞ 
 ・焼肉が好まれる傾向から、焼肉を食事の場所として推奨したい。 
 ・自然を見ることには、そこまで興味はないと思う。 
 ・都会と田舎のバランスが大事。  
  ※飽きやすく、新しく、きれいなところが好き。老舗＝古い。 
 ・食事で魅力付けしていくことが必要。 

【東南旅行社】 
 
 ・旭川＝千歳、千歳＝千歳が主流。4泊５日が主流。 
 ・阿寒→知床→層雲峡→札幌のパターンと、十勝川→網走→層雲峡→札幌が主流。 
 ・FITには、まだ力を入れていない。 
 ・道央、道南を希望する客はリピーターが多く、団体旅行は減っている。 
 ・商品の拡散については。旅行会社のみの雑誌に掲載するのはどうか？ 
 ・ランドオペレーターを通して手配、JTBとHIC。 
  
＜コンテンツについて＞ 
 ・夏は東藻琴の芝桜、知床の遊覧船、網走刑務所が人気。※知床の冬期は人気薄 
 ・動物は、台湾では見られない動物なので興味があると思う。 
 ・早朝散歩、夜の星空はガイドが嫌がることから組み込めない。 
 ・乳製品については、乳搾り体験を以前入れていたが、登別が今は多い。 
 ・アイヌも昔は人気があったが、今は人気薄。 
 ・四季折々の風景を求めて北海道に来ている。 
 ・季節感、その季節でのみ体験可能なものを理解して北海道に来ている。 
 ・蟹については、冷凍物との差に気付く客が増えている。ビュッフェに飽きもある。 

（１）海外旅行会社ヒアリング 
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【山富国際旅行社】 
 
 ・冬の道東ツアー商品を自社のHP内に大きく見出し付きで展開中。 
 ・4泊5日ツアーで、35000～50000台湾ドルが相場。トマムor十勝川→阿寒→知床 
 ・シーズンによる北海道エリア別の売れ行きの差は特にない。 
 ・FIT商品は以前造成したが、不調のため終了した。（札幌４泊など） 
 ・FITについては、道東の交通アクセスの問い合わせがあるが、説明できないことも多い。 
 ・FITに向けて、観光ルートを４泊で提案すると、団体ツアーとの差別化が図れなくなる。 
  ※周遊バスのルートの仕組みも団体ツアー行程のイメージ 
   ※台湾人は、自分の知識を基に行動することから、知らない魅力や施設を伝えても選択しない可能性が高い。 
   ※誰もが支持を受ける核となる施設（特別感が感じられる、まだ知られていない穴場をセット販売することで、知名度の 
  低いスポットの認知度も向上し、次回のﾘﾋﾟｰﾀｰになる可能性もあることから、セットでのルート商品が必要 
 （支持率の高いコンテンツに付加価値をつけ、核とし未開発のスポットへ誘導する） 
 ・広報としては、TVも北海道を取り上げる番組が多数放映されていることから、効果的と思われる。 
 ・周遊バスはコンテンツとしてはあり。中国語ガイドは必須で入れてほしい。 
 ・レンタカーでの移動は、２時間が限界。※休憩やスポットを間にいれる必要がある。 
 ・商品については、メイン１ケ所＋未開発・知られてないお勧めスポットのセット販売は可能性があるが、３月までに販売 
  実施は難しい。（４月以降は可能性あり） 
 
＜コンテンツ＞ 
 ・自然の中の動物を見るツアーはいい、鶴よりも熊のウォッチングは良いと思う。 
 ・十勝川のラフティングは、準備や着替えなどが懸念事項。 
 ・早朝コースの自然観察は、条件や見れない可能性があることを考慮すると厳しい。 
 ・現地お祭りは、そこでしか見られないものとして支持はあると思う。 
 ・摩周湖屈斜路湖は人気。 
 ・温泉は２泊は必須。 

【ドラゴン旅行社】 
 
 ・FAMツアーがあれば、ぜひ参加させていただきたい。（2ヶ月後には商品造成し販売することが可能） 
  ※以前静岡、広島でFIT向けの半FIT、半募集ツアーのようなスケルトン型商品を造成し評価を受けた。 
    その３弾目として道東に興味あり。 
 ・団体については、7日の商品販売。帯広→阿寒→知床→稚内２泊。（利尻、礼文） 
  ※家族利用が中心。 
 ・道東は交通アクセスの不便さと、冬は荷物持っての移動が不便だという声がある。 
  ※様々な悪条件が重なり、他社ではFIT向け商品の造成が難しいので、先頭切って実施したい。 
 ・ゆったりとした旅がしたいと思っている参加者が多く、時間に縛られる路線バスでの移動は難しい。 
 ・3日間程度有効な道東エリアの交通パスの造成が必要。 
 ・広報では、FIT向けの商品宣伝用SNSがあるので、それを利用してのプロモーションが可能。 
 
＜コンテンツ＞ 
 ・テーマが分かりやすいことが大事。 
 ・自然、動物、料理は支持を受けると思う。 
 ・シーズンとエリアに分けて、商品を展開するのが良い。（リピーターへと繋げる施策） 
  ※冬・阿寒→網走、夏・帯広→釧路、層雲峡→富良野等。 
 ・地元ガイドに案内させる観光素材は、今後の展開次第で人気が出る。 
 ・果物狩りを探してほしい、地元の人と一緒に電車に乗るとなどの地域交流コンテンツがほしい。 

（１）海外旅行会社ヒアリング 
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【康泰旅行社】 
 
 ・道東はJRの移動も長く辛い環境で、バスにずっと乗っているのも厳しい。 
 ・FITは、２人が多い。 
 ・北海道は台湾経由でのルートもあるが、台湾でほぼ埋まることが多く座席確保が難しい。 
 ・道東エリアの知識がほぼない状態なので、半FIT＆半募集ツアーのような形態が好まれる。 
  ※募集ツアーのようなスタイル要素が入るとさらに良い。緊急連絡のホットラインは重要。 
 ・香港航空については、毎週火曜にセールを実施しており、そこを目当てに先に飛行機を手配する人が多い。 
  ※その先に行くエリアを考えると効率的に北海道のメイン観光をコンテンツにできる限りしきつめた展開が希望。 
 ・１月末までに周遊観光バスはじめ、商品情報を固めてくれたら3月に商品UPすることは可能。 
 ・観光コースを造成するなら、その施設を最大限魅力的に説明できるガイドの力量が重要で旅行社の評判にもつながる。 
  現地のｶﾞｲﾄﾞは、料金が高いイメージから、さほど知識のない台湾ガイドが話すこととなり、道東は特にツアーコンテンツ 
  盛り込みが難しい。 
  ※ガイドは２ｈで５０００円くらいだとうれしい。 
 ・冬の商品知識はあるので、春夏に何が見れるのか、詳しいガイドはいるのか、という情報が今一番ほしい。 
  ※FAMトリップがあればぜひいきたい。 
 ・道央は飽きが来てるので、道東の距離を超える魅力的な価値を見出して商品にしていきたい。 
 
＜コンテンツ＞ 
 
 ・温泉はマスト、春での桜や花のテーマはいいと思う 
 ・カヌー等の体験コンテンツは、ホテルでのゆったり過ごすorオプションチョイスのひとつとして展開が良い。 
 ・1日で走行するバスの時間が厳しいので、早朝、夜遅くのコンテンツは難しい。 
  ※ホテルがシャトルバスを出して、自由参加として展開するのが理想的。 
 ・動物園、動物は好まれる。 
 ・期間限定の期間が短いと、パンフ制作や広報代のコストが高価となり厳しい。 
 ・焼肉は好まれている。 

香港 
 
【永安トラベル】 
 
 ・阿寒が映画の舞台になったこともあり、ルートの中では人気地区。 
 ・人気のシーズンは５～10月、５日間の行程。 
 ・FITについては、香港航空の飛行機代が高価で往復１万ドル。手が出せない人が多い。 
 ・FITについては、JRを使っての登別・洞爺ルート商品があり、千歳からの無料シャトルバスの効果が表れている。 
   付近のホテル情報のヒアリングとともに周辺にあるスポットの問い合わせもある。 
 ・冬期シーズンの周遊バスのような観光ルートバスの情報は有難い。 
 ・交通アクセスについては、FIT商品を道東で造成した場合に必ず聞かれると思うので、資料がほしい。 
 
＜コンテンツ＞ 
 ・花のテーマはわかりやすく良い。 
 ・自然では、冬のさまざまな風景が見られることが良い。 
 ・動物も香港では見れない種類が生息しているので良い。 

（１）海外旅行会社ヒアリング 
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（１）海外旅行会社ヒアリング 

【WINCASTLE】 
 
 ・以前、訪日したときの道東の資料と自分の調査で、冬の道東の商品を造成したことがある。 
  ※半FIT、団体ツアーも対応可能な仕組みにしている 
 ・道東はGMTを通して手配。今後も一緒に道東の商品造成に取り組みたい。 
  ※香港では道東に着目している旅行社がまだないので先陣を切りたい。 
 ・香港人は、毎日宿泊場所を変えて、見られるテーマを変えながらすべて体験するツアーを求めている。 
 ・FITに向けて、道東のメインスポットをすべて網羅するようなモデルコースを提示し、それを商品化するのがいい。 
 ・香港人は香港で見られないものを求める傾向がある。 
 ・自分ですべて調べるのは、手間がかかることから、旅行社に問い合わせることが多い。 
 ・周遊観光バスについては、近々の道東ツアーの移動手段をうまく組み込みたい意向。 
  ※周遊観光バスの詳細の情報を欲している。 
 ・レンタカーの利用は、２時間の運転で疲れを感じるので飽きてしまう。 
 ・商品造成については道東の資料もいただき、自社で商品造成をしたい。４月以降、春夏の商品。 
 
＜コンテンツ＞ 
 
 ・春～秋の芝桜、花は好まれる。 
 ・流氷が冬はメインになってくると思う。 
 ・道東の認知が低いので、メインをなるスポットをしっかり魅力伝えることが大事。 
 ・阿寒のSLは注目アイテム。 

【LOTUS TOUR】 
 
 ・会社のターゲットは、高所得者層であり、香港→新千歳は航空券が高いが北海道のニーズはある。７日間の 
  行程が多い。 
 ・香港の場合、中国語・英語を第２言語として話せる人が半々なので、両方のガイドが周遊観光バスには必要。 
 ・道東について千歳からの距離的な問題がある。JRも天候次第で運休があり、勧めにくい。 
 ・旅行商品としての販売は、道東の知識が全くないので、交通ルート（代案も情報提供）や観光スポットを網羅 
  した商品が良い。 
 →問い合わせからの商品案内は可能。募集型として販売は難しい。 
 ・FITではないが、大学や教育機関との繋がりがあるため、香港の少人数の大学研修旅行やコミュニティの視察等で 
  道東は推奨が可能。 
 （５～６月の出発が多く、北海道は人気だが道央・道南が中心） 
 ・丹頂鶴の撮影ツアーなど趣味ツアーは商品として案内しやすい。 
 ・FITについては、費用を抑えたい方も多い。また、その土地ならではの雰囲気を体験したいと思うので、民泊の可能 
  性も考慮いただきたい。 
 ・旅行商品は、FIT向けの費用を抑えたベーシックプラン（ホテル・交通・飛行機）を基本に、高所得者層向けの 
  オプションがカスタマイズで追加でき、団体向けにも案内できるなど臨機応変に対応可能なプラン設計にしてほしい。 
  
＜コンテンツについて＞  
 
  ・北海道に限らず、蟹は日本に来たら必ず食べたいと思う。（香港よりも海鮮が安い） 
  ・知床での熊のウォッチングクルーズは興味がある。 

 ※自然景観を散策しながら、動物も見学できる商品など。 
  ・道東でしか見られない風景・食べられない食材などと、それに関連する施設や体験のストーリー性が重要となる。 
  ・香港で見ることのできない花（芝桜）はできる限り知りたい。きれいな写真があると尚案内しやすい。 
 （ゆったり時間を過ごせる場所も必要） 
  ・道東の観光スポットを知らないので、絶景の写真やプロモーションムービーのPRツールが必要。写真や映像で魅力 
  を伝えることから始めないと商品の紹介ができない。 
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（１）海外旅行会社ヒアリング 

タイ 
 
【WestministerTravel】 
 
  ・FITとしては昨年よりも北海道の問い合わせが増えている。道央、道南が中心。 
  ・ツアー設計するうえでも、千歳IN、OUTを考えると、釧路までが限界。 

 ※知床、羅臼等は移動距離が多く時間設定が難しい。 
 ・東京からの乗り継ぎで、帯広INでもOKだが、最終日は札幌での買い物が必須。 
 ・会社としては、観光スポットをプランにはいれずに、交通・宿泊プランを作り、東京→帯広INの飛行機利用の特別価格 
   として発売する方法が販売しやすい。 
  ・道東での移動の天候・交通は行程を組むのが大変難しく、案内ができていない状況。 
  ・担当者は個人的に複数回の来道経験があり、初回は道央で、移動が楽で景観が素晴らしいことを帰国後周囲の 
   人に伝えたことにより北海道に行きたい人が増えたが、道東の冬を体験した時は、移動が困難で、レンタカー移動 
  が大変だったこともあり、訪問する時期により印象に相違があることから、周囲への伝達内容も異なってしまう。 
  →SNSが発達している香港では、 ネガティブな情報が拡散する懸念がある。 
  （北海道旅行のリピーターをターゲットとした方が良い） 
  ・旅行商品を造成した場合に販売することは可能。だが、移動時間と交通機関の懸念点は多数あるため、提供する 
    前には環境整備がなされ、安全で安心して販売可能な商品にしてほしい。 
  ・香港人は、休暇期間中に旅行に行く人が多い。１週間であれば日本か韓国。日本での問い合わせも多いので、 
  道東商品としては紹介できるものがあるとうれしい。 
  ・FIT旅行者は、効率的に情報収集するために旅行社に助言を求めて来ることがあるが、道東はニーズも少なく、提案 
   できるほどの情報もないためご案内していない。 
  
＜コンテンツ＞ 
  ・雪は魅力的。楽に移動でき、雪が楽しめるとベスト。 
  ・文化や歴史には興味あり、歴史があるホテルや宿泊施設も良いと思う。 
  ・香港人はストレスの溜まりやすい環境にいるので、リラックスしてゆっくり滞在時間が取れるコンテンツがよい。 
  （花、絶景を見ながらその場所の特産を食べる等） 
  ・網走の流氷もいいが、距離が遠すぎる。 
  ・認知コンテンツとしては、阿寒、網走流氷、芝桜、層雲峡の氷漠祭り、温泉。 
  ・宿泊場所としては、ホテルのタイプ（ビジネス、旅館、温泉等）が多彩であれば変化があって良い。 
  ・食の蟹は基本。海鮮も好き。 
  ・地元の食材を自分で調理し、その土地での思い出となるようなものがほしい。 
  ・場所の知識はないので、商品を作る前に、旅行会社のSNS等を使って素敵な写真を通して動機付けを行う必要が 
   ある。 
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（１）海外旅行会社ヒアリング 

【world surprise】 
 
  ・現状の団体向け商品としては、道東は、成田→釧路→函館→羽田（東京２泊）の商品がある。釧路INも 
  設計があり、釧路→網走に周るコースもあるが販売数は少ない。 
  ・FITは１週間で道央等（富良野・美瑛・層雲峡・小樽・洞爺・ニセコ・小樽）を周るコースが多く、１～２月は 
  少ない。レンタカーも自分で手配。 
  ※タイの休みは４～６月になり、その期間に集中。 
  ・北海道旅行のリピーターは、未訪問地を周るのではなく、好印象地の再訪が多い。 
  ・旅行商品については、日本側で作成して販売することは可能。ただ、タイで大手の旅行会社となるので、会社 
  責任として販売可能な、地域情報や施設情報、交通アクセスの安全性等を詳細情報としてそろえてほしい。 
  ・道東は移動時間の関係で案内しづらい。１０名程度であれば専用車の手配等、交通アクセスは多少解消され 
  るかもしれない。また、ランチのおすすめスポットが少ない。 
  ・年配の方が多く、移動が重なるのは厳しい。バス利用でも１～２時間で写真が撮れるようなスポットに立ち寄って 
  ほしい。→写真が大好き。 
  ・広報については、インターネット広告（課金型）が効果的。TVは見ない。 
  ・マスコットのキュンちゃんはかなり興味もっていた。ゆるキャラ好きな人がタイでは多く、キュンちゃんのお出迎えなど、 
  団体は、何名なら実現可能かの質問もいただく。 
  ・できる限り早急に道東コンテンツの資料を送ってほしいとのこと。 
  
＜コンテンツ＞ 
 
  ・富良野、層雲峡がFITには人気である。 
  ・４～６月の道東の見学可能なスポット、お勧めスポットを教えてほしい。 
  ・野生動物を見に行くコンテンツは興味があると思う。牧場体験アクティビティもOK。 
  ・花については魅力的だが、写真がきれいすぎて、現実とのギャップにクレームになることもある。 
  ・地元のお祭りについてはコース設定したいがホテルが空いてないことが多い。また、開催期間が短すぎるお祭りは 
     案内が難しい。 
  ・カニ、刺身、ミルク系のスイーツが好まれる。 
  ・ホテルについては、共同のトイレは懸念される。 
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【EliteHoliday】 
 
  ・募集ツアーもFITも受け付けているが、客層が通常の旅行会社と比べ高価格帯。北海道は人気。1週間コースで、 
  千歳→洞爺湖→小樽→層雲峡→札幌、阿寒→網走→紋別もあり。 
  ・芝桜は推奨しているが、道東については５月の時期で芝桜くらいしか情報がなさそうだった。 
  ・FITの問い合わせは少ない。道東の情報がほとんどない状態。道央エリアは観光素材の資料やプロモーション映像が 
  多く、魅力を伝えやすいツールが多くある。 
  タイ映画でのロケ地等の影響もあり、タイ人の旅行場所としての希望が多い。 
  ・旅行商品があれば販売は可能。できれば１－２月、３－４月・・・のように４泊５日、1週間とシーズンごとのコース 
  がほしい。→全行程設定が理想的。 
  ・交通アクセスの悪さは課題。JRやバスの乗り継ぎをするFITも多くおり、道央では本数やアクセスがわかりやすいため 
  その不便さが際立つ。 
  ・周遊観光バスについては、案内は英語で良いが、２時間に１回は観光スポットに立ち寄ってほしい。 
  長時間移動は厳しい。JRは途中下車が出来ないので尚厳しい。 
  ・タイ人は、好みの旅行会社があり、その旅行会社の商品の中で商品比較し決めることが多いと思う。 
  ※旅行会社ごとのプランの比較はしない。 
  ・来年に向けて北海道商品はさらに作っていく方向。新しいコース造成が常に求められる。 
 （出発日の４か月前にツアー商品を作成し販売） 
  ・facebookでトラベルカヌーマンという写真家が、278,000人いいね！をもらっており、旅行場所の写真をUPしている。 
  広報については、タイ人の旅行目的地の参考にもなっており効果的。 
  
＜コンテンツ＞ 
 
  ・まりもが好き。まりもミュージアムに行きたい、お土産でも買う。 
  ・ホエールウオッチングの時期のヒアリングがあり。 
  ・買い物は札幌ではしたい。道東に大きな買い物スポットがあるととても良いと思う。 
  ・温泉は景色を眺められる温泉が好ましい。 
  ・料理は、ビュッフェは好ましくない。取りに行くのが面倒。 
  ・流氷船も興味あり。 
  ・蟹、寿司は必須。 

【JTBタイランド】支店２店舗／本社企画チーム３個所に訪問 
【フレンディツアー】 
  
  ・道東の素敵なスポットの知識はあるが、交通手段や距離感が難しく、案内が難しい。 
  ・航空券も高い。 
  ・食事の問題があるため、FIT商品でも丁寧な食事場所の案内は必要。 
  ・夏はFITの北海道の問い合わせもあり、道東も多少はある。冬は交通手段の問題で問い合わせも少ない。 
  ・羽田乗り換えの女満別IN、釧路INも可能性としてはあり。 
  ・客船の網走INでの現地ツアーを造成しても案内可能。 
  ・タイ人は道東の知識が少ないので、まず道東のスポットを認知していただき、スタッフが説明できる情報資料が少ない。 
  ・商品造成のターゲットとして、10名までの小団体での専用車交通アクセスを確保したパッケージ型の商品が望ましい。 
  ・旅行商品については、問い合わせがあってからの案内の対応は可能。 
  ・４～６月の旅行集中時期の道東のコース、コンテンツが知りたい。 
  
＜コンテンツ＞ 
  ・蟹は日本で食べたい。※旅行会社は、タイの海鮮ソース、肉ソースを必ずつけないとクレームになる。 
  ・フルーツ狩りは最近他のツアーでも人気なので、フルーツ狩りができることは望ましい。 
  ・朝ごはんがおいしく、ロケーションの良いホテルは人気あり。 
  ・芝桜は人気。花についてはタイの人たちも見学できる場所が多いと好ましい。 
  ・知床については距離が遠すぎる。 
  ・食事場所は、食べる食材に関して、施設との調整が必要な場合もあり。 

（１）海外旅行会社ヒアリング 
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（１）海外旅行会社ヒアリングのまとめ 

■商品造成の方向性 

＜日数・ツアータイプの希望＞ 

  台湾／１泊２日のテーマごとに、コースを自分で組み立てて1週間にするパターン。 
  香港／５日間程度で、毎日場所を変え、さまざまなスポットを交通アクセスの分りやすさ（安全性、 
       確実性）とともに設定するパターン。 
  タイ／４～６月ごろの１週間で、交通アクセスと食事場所・内容の分りやすさは不可欠。 

＜人気テーマ＞ 

  ●花（畑） 
  ●四季折々の風景 
  ●アニマルウォッチング、写真撮影等。 

＜旅行会社の懸念点＞ 

  ●道東の知識や情報、プロモーションツールがない。 
   （特に香港、タイは商品造成以前で認知が極めて低い現状） 
  ●日本側で作成した旅行商品は販売することは可能だが、販売する責任として 
    ・交通アクセスの安全性・確実性 
    ・施設手配の確実性 
    ・自然コンテンツの見れなかった場合の代案が必要 

＜ツアー商品販売について＞ 

  ●日本側で、パッケージとして商品を造成し、提案すると販売することのできる会社が多い。 
    ３月までは、すでに商品のラインアップが決まっている為、４月以降なら可能性がある。 
  ●自社での道東商品の造成は、まだ知らない場所も多く為、可能であれば招聘をお願いしたい。 
    招聘が可能であれば、2か月～３か月後には商品造成が可能。（台湾２社・香港2社） 

＜広報について＞ 

  台湾／支持率の高い旅行会社のSNSに載せることが有力である。 
  香港／認知が低いため、雑誌での道東情報発信が最優先だと思われる。 
  タイ／雑誌よりもインターネット広告が効果的。ブロガーの情報が旅行ニーズを上げる。 

＜道東の認知度＞ 

  台湾／団体旅行への参加を契機に北海道のリピーターも多くFITの旅行先として可能性がある。 
  香港／旅行者のほとんどがFIT。道東の認知はまだまだ低いが主要スポットの認知はある。 
  タイ／道東の認知度は低い。４～６月の長期休みに合わせた展開は可能性がある。 
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３ 関係機関へのヒアリング  

（２）地域関係者ヒアリング 

地域関係者（関係自治体、観光協会、観光関連事業者等）と意見交換を行い、地域の意見を取り
入れ、商品造成・販売開始後における地域関係者からの協力について調整し、下記日程にてヒアリング
説明会を実施しました。  

釧路地区ヒアリング説明会（出席関係者11名） 

 ◆開催日時／平成28年12月16日（金）10:00～12:00 

 ◆会  場／あかん遊久の里鶴雅 8Ｆ会議室 響 
（北海道釧路市阿寒町阿寒湖温泉4丁目6番10号） 

帯広地区ヒアリング説明会（出席関係者７名） 

 ◆開催日時／平成28年12月16日（金）15:30～17:30 

 ◆会  場／帯広市 とかちプラザ 大集会室西 
（北海道帯広市西4条南13丁目1） 

網走地区ヒアリング説明会（出席関係者８名） 

 ◆開催日時／平成28年12月19日（月）13:30～15:30 

 ◆会  場／網走市 北天の丘 あばしり湖鶴雅リゾート 多目的会議室 
（北海道網走市呼人159） 

旭川地区ヒアリング説明会（出席関係者８名） 

 ◆開催日時／平成28年12月20日（火）10:00～12:00 

 ◆会  場／旭川市 旭川市民文化会館 第3会議室 
（北海道旭川市7条9丁目50） 



各会場向け式次第 

配布資料① 

事業企画書抜粋版 
（全34P） 

配布資料③ 

道東観光コンテンツシート 

（全13P） 

配布資料② 

海外旅行会社ヒアリング報告 
（全11P） 

配布資料④ 

ひがし北海道リスト和訳 
（A3版/全10P：別添付） 
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（２）地域関係者ヒアリング 



配布資料③【道東観光コンテンツシート】 

 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

49 

（２）地域関係者ヒアリング 
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（２）地域関係者ヒアリング 

配布資料③【道東観光コンテンツシート】 
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（２）地域関係者ヒアリング 

配布資料③【道東観光コンテンツシート】 



（一社）摩周湖観光協会 参事 館田　康

専務理事 田中　正

事務局長 福永　光昭

誘致推進課 松実　知子

観光振興室　観光開発主幹 冷川　圭之

専門員 赤井　寛和

　 鈴木　紀子

専務理事 山下　晋一

ツアーガイド 山崎　正人

阿寒湖温泉　あかん遊久の里鶴雅 部長 高田　茂

阿寒湖温泉　ニュー阿寒ホテル 事業部長 新妻　英司

(一社）釧路観光コンベンション協会

釧路市観光振興室

NPO阿寒観光協会まちづくり推進機構

◆開催日時／平成28年12月16日（金）10:00～12:00 
◆会  場／あかん遊久の里鶴雅 8Ｆ会議室 響 

（北海道釧路市阿寒町阿寒湖温泉4丁目6番10号  
TEL：0154-67-4000） 

◆内  容／・釧路エリア観光事業関係者様への事業概要説明 
        ・観光ルート案意見交換・ヒアリング 

■参加者リスト 

〇ひがし北海道観光事業開発協議会 
  事務局  阿部 誠 

〇(株)JTB北海道 札幌法人事業部 

  営業５課長（地域振興・交流拡大担当）  斉野 英俊 

〇(株)JTB北海道 札幌法人事業部 

  営業５課担当課長（地域振興・交流拡大担当）  柴田 浩司 

〇(株) JTBコミュニケーションズ&サポート北海道  岡野 孝司 

Ⅰ 阿寒（釧路）会場 
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Ⅰ 阿寒（釧路）会場 議事録① 

ヒアリング説明会要旨 
 
海外のヒアリングでは想像以上に反応があることから、JTBグループのノウハウを最大限に活かし、昨年度のマーケ
ティング事業を踏まえたモデルコースに皆様より得ました最新の情報を反映したものを道東エリアより発信したい。 
 
以前はGITが中心であったが、FITの増加にともないライオン旅行者の勢いが強いことから、ライオン担当者の招聘
事業も予定している。また、各国旅行会社の「ひがし北海道」の知識に乏しいという現状がある。 
 
釧路の飲食店は、 「朴然」や「なごやか亭」にはFITが入ってきているが、地元中心の傾向があることから「朴然」な
どはキャパシティもあるが、会社的に問題があるのかもしれない。 
昼食場所では、釧路の「赤いベレー」なども紹介したい。 
現在「ぐるナビ」で行っている多言語化の事業などを踏まえると、「朴然」でも団体は無理でもFITなら可能性はあ
る。キャパシティやクオリティの面から三ツ星レストランは重要となる。 
台湾のドラゴン旅行社では、地元住民との地域交流コンテンツが望まれており、電車への乗車や、回転寿司を食
べることも検討していることも踏まえ、地元のライフスタイルコンテンツ、隠れた観光スポットの紹介をお願いしたい。
団体は無理でも、FITなら可能性は広がると思うが、商品化となると障害はある。 
ジャパ二カンで「焼肉店」などは紹介のみとし、過ごし方としてのモデルコースの提案となる。スケルトン型の商品とし
ての提案と、ライオン旅行会社などにはFIT向け商品としてのコースに組み込む方式の二つの形式となる。 
各社との契約や団体客の受入など確認事項と情報発信可能な店舗であるのかなどの精査が必要となる。 
 
釧路川の夕日クルージングガイドツアーがあり、現在一部団体客も受け入れている。 
ベイラウンジというところでのアフタークルージングで食事提供もできるように整備している。現在は団体のみの受入。 
早朝の釧路川の初氷ツアーも地産商品として魅力がある。整備も進み、船上とは違った景色も売りとなる。 
船は２隻あり最大30名程度は受け入れられるので相談する必要がある。 
団体ツアーでは、早朝コンテンツは宿泊が伴うので価値がある。ガイドが早朝を嫌う傾向があるが、FITではその価
値観がわかっている。 
 
グランピングは、客層により内容は異なる為、内容と料金どちらの訴求も可能となる。 
帯広が、スノーピークを交えグランピングに力を入れているし、札幌の「定山渓ファーム」の事業説明会では、北海
道のグランピングの拠点と位置付けしFITを取り込みたいとのこと。 
十勝や後志、岩見沢でもグランピングに力を入れているが、一時的に静観し、他の戦略を打つ方法もある。 
キャンプのグレードアップしたものという、グランピング本来の捉え方を理解していないと、単なる屋外ホテル仕様の食
事会になってしまうことから、純粋に自然の中での遊びを求めているのか？が疑問に思えるが、それを踏まえるのな
ら商品化の予定はある。 
ライオンの担当者からは、自然豊富な「ひがし北海道」にはグランピングが可能か？との問い合わせもある。 
たとえば、釣りができるカヌーなどの商品として成り立つのか？それを加味したグランピングも可能とはなる。 
担当者としては、様々な中から一緒に商品造成を手掛けたいと思っているので、まずはその商材コンテンツの提供
下さいという段階です。それらの発信の手伝いと商品化をしていきたい。 
グランピングの拠点が出来れば、周遊ルートとして連携が取れればいいし「ひがし北海道」に来る動機づけになるコ
ンテンツとして捉えたい。 
 
地元目線では気づかないが、冬のコンテンツを夏にできないか？とかその逆バージョンなどはどうなのかと思う。地元
目線とインバウンド目線では違いがあるので、詰め込みではなく釧路のみ、阿寒湖をみじっくり見てもらうなど、車や
徒歩移動で市民生活の場を見てもらうというのも良いと思うし、そういった具体的なコンテンツを並べて、選ばせるこ
とも一つの提案になるが、それがまだ出し切れていない。 
この場では難しいと思うので、次回までに考えておいてほしい。今回の課題の共有として欲しい。 
 
和商市場のセットメニューとして、市場の２階で団体の受け入れが可能かもしれないという情報やセットメニューの
制作という話もあるので情報を整理したい。 
FITは、身振り手振りのやり取りも楽しんでいる面もある反面、店員の会話が出来ないのが懸念事項。 
和商市場では、団体用バススペースも取れるので、市場メニューができないか？とも打診しているが、理事会がある
ので時間を要す。 
 
 

（２）地域関係者ヒアリング 
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Ⅰ 阿寒（釧路）会場 議事録② 

単純なコンテンツなら、「マリントポスのセンター食堂」では、朝７時から開いており団体の受け入れも可能で、夏場
は目の前で水揚げを見ながら食事ができる。 
摩周周辺でも駐車場を備えた店舗でインバウンドに積極的な店舗が数店ある。 
摩周観光文化センターの中の「レストラン摩周」や「屈斜路湖砂湯レストラン」や「 900草原にあるレストランハウ
ス」などが、相互に助け合いながら臨機応変に対応している。 
ホテルは苦戦しているが、若い方向けのレストランは増えている。ベーカリー＆カフェミリアなども隠れ家的に有名。 
イタリアンの「 COVO （コーヴォ） 」、「川湯温泉駅オーチャードグラス」もある。 
弟子屈のホテルはキャパ的に名前があがってないが、阿寒、層雲峡が栄えると通過する弟子屈のレストランの景気
が良くなる。 
ただ、宿泊が増えないと経済消費が上がらないので、川湯温泉の商品ができれば嬉しい。 
 
台湾では、チャーター便も考えており「摩周湖星紀行」を見せたいという意向もあり朝晩の体験メニューがあると宿
泊につながるので期待できる。 
ただ、自然相手のメニューでは中止のときの代替案が必要になるのが最大の懸念。 
自然体験は、FITに好評ではあるが、大手は分母となる団体を求めてしまう。 
個人カヌーガイドは、数人いるが観光センター役員が経営している「ノースイーストカヌーセンター」では高価な商品
があり、高価ながらもリピーターが増えている。 
個人ガイドには、英会話可能なガイドも数名いたり、ラフティングを扱っているアトリエでは、団体が受入れも可能。 
個人で扱っている商品は高価であるが、こだわりの内容も充実している。 
アトリエは修学旅行も扱うので、団体受入が出来るが他は規模が小さいのでFITのみとなる。 
 
今回の企画提案書の内容の一つは、スキー場の利用促進商品として、阿寒で非日常を体験してもらう「白湯山
の展望台からみる阿寒湖パノラマツアー」と、手ぶらでスキー場が利用できる「手ぶらでパック」を提案したい。 
キッズパークもあるので、親子で楽しめる商品となっている。もう一点は、雪原を駆け抜ける冬のファットバイクを利用
しての商品となる。昨季は、フロストツアーも好評であったので、冬期に力を入れたい。 
オジロワシ等の野生動物も鑑賞できる。 
 
阿寒スキー場は、FISの大会が開かるほど、上中級コースも備えるレベルの高いスキー場なので、「パウダースノー」
ではない北欧にしかない「アスピリンスノー」を是非体験して貰いたい。 
今冬の招聘事業でも、とても評判が良かった。 
台湾の招聘で感じたのは、北海道という一つのブランドの中で日本の北欧という捉え方をされている。 
HOKKADOのEASTを強調して、千歳IN-OUT商品をしっかり確立し、台湾旅行会社にパッケージ商品を作って
もらう必要がある。加えて、エバー、チャイナの両航空会社にFIT用のシートを準備してもらう必要がある。 
台湾FITが、洞爺、登別では前年から5倍に伸びている。 
阿寒では、昼食を含め、交通機関の整備の必要があるので広域事業で整備をお願いしたい。 
現在、ヨーロッパ系のFITが増えているのが、アジアへと繋がって行いく。 
現在では、米と欧州では半々くらい。香港や台湾も多い。 
 
釣目的では、以前は韓国が主流であったが台湾も増えてきている。 
アメリカ人にも好評だが、キャッチ＆リリース期間が限られているので、アジアではフライフィッシング自体の認知が低い
が少しずつ伸びている。道東にはフィッシングポイントが多数あるので早期に実現できる。 
ネイチャーガイドのバイリンガル化は、簡単なので養成するべき。問合せは、阿寒観光協会で可能。 
スキー場に関して、実はオリンピックナショナルチームの大部分は阿寒で直前合宿を実施している。 
 
紋別で別事業の話題で、ライフスタイルが重要なキーワードとなっていたので、次回では、皆様の子供時代の遊び
などの話を是非お伺いしたい。 
 
参加者への謝辞 
今後の実施予定説明 
閉会挨拶 
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Ⅱ 帯広会場 

十勝川温泉笹井ホテル 常務取締役 藤田　薫

　十勝川温泉第一ホテル　　 水島　秀典

音更町十勝川温泉観光協会 次長 窪　浩政

新得町　ホテルサホロ 営業チームリーダー 山本　秀樹

観光振興係長 柴山　英介

主任補 足助　和輝

(一社）帯広観光コンベンション協会 秋庭　肇

帯広市商工観光部観光課

■参加者リスト 

◆開催日時／平成28年12月16日（金）15:30～17:30 
◆会  場／帯広市 とかちプラザ 大集会室西 

（北海道帯広市西4条南13丁目1  
TEL：0155‐22‐7890） 

◆内  容／ 

〇ひがし北海道観光事業開発協議会 
  事務局  阿部 誠 

〇(株)JTB北海道 札幌法人事業部 

  営業５課長（地域振興・交流拡大担当）  斉野 英俊 

〇(株)JTB北海道 札幌法人事業部 

  営業５課担当課長（地域振興・交流拡大担当）  柴田 浩司 

〇(株) JTBコミュニケーションズ&サポート北海道  岡野 孝司 

・帯広エリア観光事業関係者様への事業概要説明 
・観光ルート案意見交換・ヒアリング 

Ⅰ 阿寒（釧路）会場 議事録① 

（２）地域関係者ヒアリング 
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Ⅱ 帯広会場 議事録① 

ヒアリング説明会要旨 
 
飲食店の話をすると、大前提として、行政の立場では固有店舗の推奨はできないが、ピンポイントでの返答は可
能。観光協会では、協会員の店舗紹介は可能。 
 
集約した情報提供は行政としても可能で、一例では、帯広中心部開催のインバウンド系コンベンションが実施され
たときに、居酒屋の問い合わせがあったがリストアップした店舗の大部分は受入NGの経緯がある。 
事前に問い合わせると、メニューや支払いのことで面倒がる傾向にあるが、実際に訪店すると受け入れざる負えな
い現状もある。 
今後のインバウンド事業においてFITは、最重要課題でもあるので、一般客が普通に訪店して判断するパターンと、
GMTが契約をして組み込める施設に分けて整理していきたいし、是非帯広グルメを紹介いただきたい。 
 
訪店してからのイメージの相違や契約の問題などが懸念される。 
行政や観光協会、新聞社などからの様々な情報を絞り込んでいくしかないと思う。 
飲食店の懸念は、支払いとメニューの問題で、店員のオペレーションが確立されれば解決する。 
 
十勝川エリアのランチ事情では、12月8日に十勝ガーデンスパがオープンし地元食材にこだわった料理の提供をし
ているが、バス4～5台分のキャパシティとなる。FITであれば十分に受け入れ可能。 
メニューも和洋取り揃え提供している。 
「大地の匠」という焼肉店もシンガポールを中心に受け入れている。「十勝チーズ協会」では乳製品の提供がある。
地元民に支持の強い「平和園」もある。「北の屋台」も人気がある。 
十勝川温泉としては、「インディアンカレー」「ぱんちょう」にはFITが来ているなど地元民に人気の店に行きたいと思う
ので、帯広中心部で食事をしていただいた後に宿泊してもらいたい。 
我々が海外に行ったときには、地元の食物を食べたいのと同様なので、十勝を代表する十勝フードの紹介は重要
となる。 
十勝川温泉のモール温泉同様に体験して初めて伝わるので、地元フードを実際に食して最終的に十勝川に泊
まってもらえればいい。 
ライフスタイルを伝えることが重要となるが、そのPRがなかなかできていない。 
たとえば臭いや味覚、感覚などのテレビや動画では伝わらないコンテンツを伝えられればいい。 
層雲峡（観光協会）が、（旅行博に）ラーメンを持って行ったらしいが、どうやって持って行ったのかを聞きたい。 
実際の食事を持って行って、味わってもらってそれをフックに訪問してほしい。 
 
飲食店には、メニューに写真を掲示する要請はしているが、なかなか浸透していないのが現実で、それが、じり貧に
なる要因となっている。 
メニューの写真話では、「ぐるなび」の広域周遊ルート事業で取り上げたが、インパクトが薄かった。 
グルメ素材を持って行って実食させることが、他の地域との差別化に繋がると思う。 
帯広が先行していたはずが、今ではかなり出遅れている。なぜ、こうなったのかが分からない。 
 
サホロでは、団体もFITも受入れてメニューもすでに提供している。 
昼のランチとともに、十勝川に泊まらせる商品施策も重要となる。 
 
十勝川と言えば「熱気球」というイメージがあるが、「ばんえい競馬」などの他に押してゆきたいコンテンツとして、アウ
トドアコンテンツがあるが、それに付随して、「サイクリング」「ファームツーリズム」などは少数のイメージがあるのでFIT
向けと思う。 
十勝の宿泊者に何を見せれば喜ばれるのか？季節によって違いはあるが、FITに何が帯広の売りなのかが見えてこ
ない。サホロの場合では、冬はスキーというコンテンツがあり十勝でいうと、十勝ガーデンスパもあるが。 
 
帯広というくくりにとらわれずに、オール十勝という考えでコンテンツを出し合って精査してもらう方法がいい。 
冬コンテンツでいうと「ジュエリーアイス」「スキー場」「雲龍」「スノーラフティング」などがあり、夏は、花畑や気球や食べ
物があるが、2次交通という問題がある。 
帯広、十勝でいうと、阿寒などの一大温泉地と違い広域エリアとなるので、他地域との連携したパッケージにするな
ど地域として、食だけに限るなどしてうまくまとめる必要がある。 
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Ⅱ 帯広会場 議事録② 

帯広周辺では西別院、東別院など大規模の寺院がある。 
仕出し料理の質もいいはずだが、それをうまく利用できないか。 
基本、拝観料は取っていないが、インバウンドに仏教を理解してもらえるのかが懸念されるが、京都などでは受入れ
てはいるので体験に近い形で商品化はできないものか？ 
（京都などで実施されている座禅を実施しているところは、帯広にはない） 
京都では、日本人よりインバウンドの体験者の方が多い。 
「ひがし北海道」の他地域との差別化という観点からも日本文化の紹介があってもいいし、帯広神社であれば受け
入れ可能かもしれない。 
大宰府神社では、9割が韓国人でお祓いを受けたがっているので、礼儀作法を教えれば可能かもしれない。 
建築様式を見せたり、おみくじを引かせたりは、（道内では）北海道神宮くらいでしか体験できない。 
VJ事業でタイの招聘を行った時に、日本文化に触れたいとのことで帯広神社に連れて行ったときにはかなり好評
だったので、一度検証の価値はある。 
タイでは、僧があまりに高貴で直接の会話が難しいが、寺院と神社では違いがあるが、「日本の僧侶は気軽に話を
聞けるのがいい」と聞いたことがあるのでチャンスはある。 
帯広神社に相談してみればいい。 
広尾の十勝神社が、「吉十勝」（きっとかつ）で縁起がいいと言われている。 
ばんばの形の絵馬やハートの絵馬なども土産になる。 
帯広神社にも限定販売品があったはず。 
 
「ウエスタン」「食いしん坊」では、タイやタイの団体客も受け入れている。 
写真付メニューの作成を依頼すれば制作してくれるはず。そういったところから始める必要がある。 
まず、十勝インターを降りてもらうところから始めないとだめ。 
 
焼肉は人気があるが、牛肉が好まれジンギスカンは不人気。以前、エコパークは以前実施していたが、もう実施し
ていない。「大地の匠」や「平和園」なら安心して紹介できる。 
 
気球は、気象条件によるが、十勝川の花時計付近で揚げているが、来年からは「ガーデンスパ」でも乗れます。 
ホテル大平原は、独自で持っている。第一ホテルの前が一番需要がある。 
 
キャンプ場の整備してDMO事業の中で、十勝の食材を活かして富裕層を中心に夏も冬も体験できるグランピング
に力を入れていきたいので「ひがし北海道」では、グランピングは十勝に特化した方がいい。 
アウトドアのTMOと話をすることでコンテンツを充実させることが出来る。 
十勝川のラフティングが不便とのクレームが挙がったみたいだが、（ラフティングは）ドライスーツを着るのに時間が掛
かるからではないか。 
 
今後は、GMTと連携して十勝地域に連泊もしくは日帰りで立寄っていただける商品を構築したい。 
 
参加者への謝辞 
今後の実施予定説明 
閉会挨拶 

Ⅰ 阿寒（釧路）会場 議事録① 

（２）地域関係者ヒアリング 
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Ⅲ 網走会場 

北天の丘あばしり湖鶴雅リゾート 常務取締役 永田　義幸

NPO知床斜里町観光協会 部長 新村　武志

常務取締役 浅利　順愛

副支配人 安岡　美根子

フロント課長 多田　英樹

部長 二宮　直輝

観光部参事 八木　勇人

(一社)網走市観光協会 事務局長 浜名　みゆき

ホテル網走湖荘

網走市観光部

■参加者リスト 

◆開催日時／平成28年12月19日（月）13:30～15:30 
◆会  場／網走市 北天の丘 あばしり湖鶴雅リゾート 多目的会議室 

（北海道網走市呼人159  
TEL：0152-48-3211） 

◆内  容／ 

〇ひがし北海道観光事業開発協議会 
  事務局  阿部 誠 

〇(株)JTB北海道 札幌法人事業部 

  営業５課長（地域振興・交流拡大担当）  斉野 英俊 

〇(株)JTB北海道 札幌法人事業部 

  営業５課（地域振興・交流拡大担当）  服部 千尋 

〇(株) JTBコミュニケーションズ&サポート北海道  岡野 孝司 

 

・網走エリア観光事業関係者様への事業概要説明 
・観光ルート案意見交換・ヒアリング 

Ⅰ 阿寒（釧路）会場 議事録① 

（２）地域関係者ヒアリング 
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Ⅲ 網走会場 議事録① 

ヒアリング説明会要旨 
 
タイのFITフェアの際に、北海道ブース来場者に網走、紋別の認知度は高く、芝桜と流氷は80%は認知していた。 
一方、ウトロの認知度はほぼ無かった。来場者には、流氷ウォークは人気があるが、旅行会社には泊数が増えると
のことで不人気であった。このことからFITにターゲットを絞った方がよい。事業目的として、旅行会社に商品を売り
込みに行くことと、地域の観光コンテンツ情報を出していただいてweb又は旅行会社で売り出していただくことが本
事業の目的となる。現在進んでいる広域周遊ルートなども最終的に今事業に繋がってゆくことになる。 
 
今事業で阿寒、帯広で実施した際に、食の話題の中で「焼肉」の評判が高い。東京においても台湾、タイからのイ
ンバウンドに「焼肉」店が人気で、SNSがフックとなっている。SNSの発信効果は大きい。    
焼肉は設備投資がかかる、旅館は特に難しい。昼食なら可能かも知れないが、宿泊施設の1泊2食では難しい。
匂いの対応が根本的に難しい。 
問合せ時は、「やまとみ」を紹介しており、ホテルでは設備的に難しい。 
 
ガイドブック情報では4/5ページが道央中心で、道東は数ページ程度でしかない。とにかく情報に乏しい。 
札幌とは違う、「ひがし北海道」としての食の紹介、アクティビティとのコラボレーションが必要となる。 
 
FIT向けのお薦めランチスポットでは、網走エリアのランチ場所では、鍋、蟹、寿司が好まれている。「網走番屋」は
FITも入っているし、ジャンル別では「はなのれん」、「蟹や」、「流氷館」を紹介している。 
多言語表記も重要だが、メニューに写真を取り入れることが最重要となる。 
 
香港、タイで北海道のフルーツ狩りが話題となっているが、網走では天都山の中に、さくらんぼ狩りが中心で観光農
園が数園あるがインバウンドの受入は聞いていない。 
「よこやま果樹園」や観光協会に入っているフルーツ農園では受け入れ可能なので、ツアーでコースを組んでもらえ
るとFITも入りやすくなる。 
さくらんぼの種類も多数あるので、フルーツ農園でも送迎ツアーが入ってくると受け入れやすくなってくる。 
香港のジャパンウォーカーでは、いちご狩りをしていちご大福を作るなどを提示すると問い合わせが殺到した話があり、
地元のスイーツとのコラボ商品が効果的になっている。 
訴求ポイントが日本なので、大福に繋がる。地元のエッセンスが加わることが必要。 
「わかさぎ釣り」はインバウンドが入ってきて受け入れ態勢が整ってきている。 
 
ウトロ地区では、焼き肉店を含む飲食店とのパック商品が斜里の焼肉店では営業が夜のみなので果たして、昼食
で営業をするかはわからない。 
「ガーデンハウス藤苑」でちゃんちゃん焼を実演で出しており、地域との交流ならそういった店舗でも可能となる。 
以前、国内向けで実施していたジャガイモを掘った後で蒸かして食べるなども新商品として売り出せると思う。 
ウトロは食事処が少ない。 
グランディアにはFITは4割くらいは入っている。 
夕食はホテル前にある数店舗と国道沿いの「しれとこ里味」や付近の焼き肉店などと提携している。 
パッケージ化すればインバウンドにとっては親切ではあるが、すべて自分で手配をする個人旅行と旅行会社手配の
パッケージを望む方とそれぞれが混在している。 
「ひがし北海道」でいえは、台湾は自分で調べて安価で充実したパッケージを望む傾向にあり、香港、タイは予備
知識が全くないので、旅行会社に問い合わせて情報を得る様に、国によりタイプが異なるので、おのずと商品にも
違いが出てくる。 
 
移動手段では、定時運航で、一定額で乗車できるジャパンレールパスの利用率が高い。 
ただ、道内ならどこにでも行けると思っており、地域によっては、１日数本であることを理解していない。 
いつでもどこでも簡単に乗車できて行けると思っている。列車で知床にも行けると思っている。 
台湾、香港ではレールパスは売れている。 
当面の課題として、道東で利用可能な交通パスがあれば移動が楽になると2～3社で言われた経緯があるが、東
観協でもコーディネートは難しく、旅行会社にお願いしたい。 
JRと路線バスのパス化となればFITのみならず国内のFITにも受け入れられるはずなので、今後海外エージェントと
の交渉を進めるに当たり、2次交通の課題も含めて発信してほしいコンテンツなどがあればアドバイスが欲しい。 

Ⅰ 阿寒（釧路）会場 議事録① 

（２）地域関係者ヒアリング 
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Ⅲ 網走会場 議事録② 

網走では、「天都山エリア」を面として売り込み中で、天候不順時は、「オホーツク流氷館」、冬は「オホーツク公園」
でのクロスカントリー、屋内遊具場、カフェもできてきていることから、地元のフリーペーパーで繋がりができ、カフェ経営
者などで協議会もできて活動中であり、フルーツ狩りを含めて売り出したいと考えている。 
FITの正式なデータは取っていないが、認知度が上がれば増えると思う。 
「オホーツク流氷館」は、 8月のオープン時はFITは増えたが、今はそうでもない。 
「網走監獄」は、個人がもともと多く「オホーツク流氷館」は、団体、個人が半々。 
天都山から見る知床連山や朝日、夕日を見るのもいいし、見た後に知床に行くのはストーリー性があって面白い。 
天都山から流氷を見て、船で真近に見る事をお薦めしている。 
「オーロラ号（砕氷船）」と天都山を繋ぐ循環バスが30Ｍ間隔で出ており、天都山登山～オーロラ号で2Ｈ位。 
 
FITの傾向や訴求ポイントでは、自然の「丹頂鶴」をみたいとい問い合わせがあるが、実は網走湾で見ることが出
来る。濤沸湖にひとつがいがおり、スケール感を望むのであれば「鶴居村」を紹介する。 
網走から「鶴居村」までなら、網走～阿寒湖～鶴居村まで2.5Ｈくらいかかる。 
「丹頂鶴」、 「オオワシ」の希望もあるが、網走湖にも群生地はある。ただ、 「オオワシ」は羅臼でという声が多い。 
「オオワシ」など野生動物のスポットを地図に落とし込むなど、詳細な情報があれば、距離と時間の問題が解決する
が、（身近なスポットで事が足り）東へ足を延ばさなくなり、日帰りで終わり滞在に繋がらなくなるので、慎重になる
必要がある。 
 
知床では、流氷の中の「オオワシ」という売り方もできるが、丹頂鶴は、数が増えてきているので出会える可能性が
増えており、住み着いているのもいるので、つがいであれば夏でも見られ、釧路湿原周辺でも年中見ることが出来
るようになってきている。 
 
写真スポットでは、鶴居村の「音羽橋」には台湾からのFITではなくSITが多くいる。 
台湾と香港では、写真をテーマとしたFIT向けのツアーも人気が出ると思う。 
ホテル「 TAITO 」に鶴居村へ行くツアーで宿泊し来年の予約も入った。 
そういった一部の方ではなく、多数の中階層の方々を取り込む施策を考えるのが今回の事業となる。 
 
道央圏にはお金を使うスポットが多数あるが、丹頂鶴の見学は無料。 
お金を落とす仕組みが必要で、お金が落ちないと来るだけでは経済効果がない。 
なぜ、鶴が来るようになったのかなどの詳細を理解しているガイドがいるのかを海外で聞かれたことがあり、自然を見
ることについての背景を語れるガイドがいれば、お金を落とすツールとなり得る。 
 
「知床の観光船」では90％以上の確率で熊が見れる。知床ネイチャーガイドはだいたい１人¥5000でその詳細
説明が可能なので、お金を払う価値はあるが、観光船は秋口からだと一度時化ると2～3日間実施できないので
さらに１泊が必要となるなど、どの会社でもベアウォッチには大変興味は示すが、場所を聞くと引いてしまう。 
距離の問題は多々あるが、行く価値感を訴求すればSNSなどでも拡散してゆく。 
 
網走、紋別周辺の情報発信をしてゆく中で、言語の問題が重要でメールでの問い合わせが多い。 
説明が難しいが「感動の経」33ｋｍ（農道）の秋が美しく四季で楽しめる。サイクリングにもってこい。問い合わせ
も多いが説明が難しい。 
 
旭川便がなくなってさらに遠くなり、遠いという感覚をどう埋めるか。千歳発着では近いと思わせる仕組み造りが重
要となる。 
羽田からのモデルコース。タイでは、団体ツアーでは釧路入りはある。 
台湾の場合、小さな島国なので移動に慣れていない分、千歳からだと途中に観光スポットで休憩がどうしても必要
なってくる。その穴を埋められるかが鍵となってくる。 
タイの旅行会社ではあったが、タイ～羽田～女満別～札幌でツアーを組んだ。 
買い物は重要で、北見のイオンモールを紹介したが結局は札幌でアウトレットでの買い物になった。 
一概には言えないが、FITでもまったく買い物をしないという方もいるにはいる。 
 
来道インバウンドは、70%は直行便で来る。大部分は千歳入りだが、40%は直行便ではない。 
にもかかわらず、各航空会社の旅行商品では、FIT提供座席数がすくない。オンシーズンは特に少ない。 

Ⅰ 阿寒（釧路）会場 議事録① 

（２）地域関係者ヒアリング 
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Ⅲ 網走会場 議事録③ 

プロモーション費用の掛け方としては、ライオンなど大手旅行会社のHP,Facebook中で、写真付の商品を紹介し
つつ、SNSでの発信が効果的。 
香港は雑誌を中心に写真などで、まず道東地区の認知を広めてから商品を探させる手法。 
タイは、「トラベルカヌーマン」などのブロガーの影響が大きいので、ブロガー招聘が有効となっている。 
認知度のある媒体掲載も視野に入れ、旅行会社からも気づいてもらうなどムーブメントの変更も必要と思われる。 
今後は、情報発信も重要だが、お金を落としてもらう仕組みの構築、それに見合った高い観光サービスの整備が
必要。 
インバウンドに支えられているという状況を把握し、まず受け入れ態勢の整備が必要。 
すそ野の広い層をねらう為の情報発信。そして周遊ルートバス、エキスプレスバス等の2次交通の整備となる。 
 
バスパスはキャリアが作るべきで、タクシー運行が多くなってきているが、タクシーなのかバスなのかは案内する側では
とても重要になる。周遊ルートバスはそれが無いので助かるが、冬になって同時進行となると案内はさらに困惑する
ことになるのが今後に向けての課題となっている。 
 
参加者への謝辞 
今後の実施予定説明 
閉会挨拶 
 
 

Ⅰ 阿寒（釧路）会場 議事録① 

（２）地域関係者ヒアリング 
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Ⅳ 旭川会場 

層雲峡温泉　ホテル大雪 大塚　義徳

（一社)層雲峡観光協会 専務理事 宍戸　重之

上川町役場 産業経済課　主事 安土　ちづる

富良野市（富良野美瑛広域観光推進協議会） 観光課 鷲見　悠太

旭川市経済観光部

（あさひかわ観光誘致宣伝協議会）

観光課長補佐

(あさひかわ観光誘致宣伝協議会事務局次長)
白木　義宏

あさひかわ観光誘致宣伝協議会 事務局書記 岡田　裕樹

（一社）旭川観光コンベンション協会

（上川地方観光連盟、大雪広域観光圏推進協議会）
主事 戸田　友樹

(一社)ふらの観光協会 事務局長 石川　芳

◆開催日時／平成28年12月20日（火）10:00～12:00 
◆会  場／旭川市 旭川市民文化会館 第3会議室 

（北海道旭川市7条9丁目50  
TEL：0166‐25‐7331） 

◆内  容／ 

■参加者リスト 

〇(株)JTB北海道 札幌法人事業部 
  営業５課担当課長（地域振興・交流拡大担当）  柴田 浩司 

〇(株)JTB北海道 札幌法人事業部 

  営業５課（地域振興・交流拡大担当）  服部 千尋 

〇(株) JTBコミュニケーションズ&サポート北海道  岡野 孝司 

 

・旭川エリア観光事業関係者様への事業概要説明 
・観光ルート案意見交換・ヒアリング 

Ⅰ 阿寒（釧路）会場 議事録① 

（２）地域関係者ヒアリング 

 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  



Ⅳ 旭川会場 議事録① 

ヒアリング説明会要旨 
 
現状FITが多く来場している富良野地区を除いて、「ひがし北海道」に向かうFIT商品が皆無に近い。 
原因は、旅行会社担当者自身が道東を知らない。そもそも道東へ行ったことがない。近年は、招聘事業も減って
きている現状がある。 
今後は、各社ともFITが訪日旅行の中心を担うことは理解しつつも、商品造成の具体的情報に乏しいという状況
を踏まえ、「ひがし北海道」の観光スポットや2次交通の情報など必要な情報を各地区ごとに集約し、海外旅行エ
エージェントに情報提供をしてゆくことで道東エリアの観光産業活性化に繋げてゆくための事業となっている。 
ついては、各地区ごとの隠れた人気スポットなどの情報をお伺いし、組み込み型の商品とスケルトン型商品の提案
としたい。 
地域ごとのランチなどの食事処を紹介してほしいが、帯広では、行政では特定店舗の紹介は難しい。 
協会では、協会員の店舗が中心の紹介となり実際の評判とは異なることなどから、まず旭川地区の見解をまず伺
いたい。 
 
夏と冬では違った商品の紹介で、夏は花、冬はスキー場になるが、あえてスキーだけを推奨せずに雪で遊べる提案
をしている。 
今の客層は、オーストラリア、ニュージーランド、カナダや西欧諸国が中心でアジアからも多数来場している。 
冬の訴求ポイントは、スキーはもちろんのことスキー以外で「犬ぞり体験」（20Ｍ￥3500）、「バナナボート」「わか
さぎ釣り」「歩くスキー」などでも家族で楽しんでもらえるコンテンツがある。 
また、案内所は、北海道のハブ地点として様々な地域の紹介ができるような機能を目指して周辺地域の観光ポイ
ント情報を準備しており、「犬ぞり体験」は、１バス程度のツアー対応は可能。 
昼食スポットでは、FITなら入れる所は多く、スキー場と街が近いことから街付近で摂っている。 
 
来場アクセスでは、千歳空港からアクセスネットのバスで来る。 
各スキー場から街中行きのシャトルバスを運行しているが￥300赤字運営ではある。 
夏場は周遊バス（観光協会運営）を運行している。これは黒字運営。 
利用者の９割はFIT、冬はオーストラリア中心で２週間～3週間滞在する。 
夏場はアジアが中心でラベンダー見学の札幌からの日帰り客が中心。 
 
富良野市としては、タイ、マレーシアからの招聘事業も実施し桜と雪を訴求しオフシーズンの観光ポイントを紹介し
ている。テーマとしては、冬と食とFITとスキーの統合となり、魅力的なスポットの紹介とポイントの結合が問題。 
観光農園では、「コロボックル」があるが、教育体験が中心となっており、ガイドは出来ないと思う。 
北海道のガイドは、外国語対応ができる方が少ないとい声と、買い物ガイドはうまいが地域観光ガイドがいないと
聞く。英語のガイドは多くいるが、中国語対応が少ないのが現状となっている。 
 
旭川だけで完結するという考えはもっておらず、インセンティブを中心とした団体が中心で考えており、周辺の観光
協会との協力が必要で、招聘事業として、旭川で１日中過ごせる事業も実施した。 
都市型観光として、「旭山動物園」「男山資料館」はもとより「買物公園」を中心に「駅裏の公園」子供連れには
「科学館」などを紹介し、食では、街中のチーズ工房や惣菜屋も紹介している。 
観光協会の情報センターでは、レンタサイクル、課題となっている冬の観光としてスキーとスノーシューのレンタルも実
施し、カムイスキーリンクス、サンタプレゼントパークスキーも紹介している。 
冬ガーデンと題して、駅周辺でスケート場の開設やスノーラフティングなどで滞留施策を実施している。 
基本路線バスを使用しての2次交通の発信の仕方も模索している。 
バス会社との連携面では、共有パス的な、「あさくるパス」（1日：￥1200）があり、お得感はないが市内周遊バ
スとして英語対応で実施しているが赤字。点在する観光スポットの解消措置の通過点としている。 
 
富良野エリアと旭川エリアとの連携では、富良野からカムイスキーリンクス行のバスは毎日運航している。 
朝はスキーリンクスで滑って、夕方富良野に帰ってくるような循環交通でトマム、層雲峡へも運行している。 
冬は1週間～2ヶ月の長中期で滞在しているので、スキーの他に阿寒や知床を周遊する商品があっても良いので
はないか。同様にニセコやトマムの長中期滞在者にも当てはまる。 
富良野の観光客は、長期滞在者が多くおり時間に余裕がので「ひがし北海道」へ誘致できると思う。 
旭川市として「ぐるナビ」でインバウンド向けの独自施策を実施しており、外国語対応メニューを出している飲食店を
紹介している。旭川市のHPで紹介しているので、安心して利用していただける。 
 

Ⅰ 阿寒（釧路）会場 議事録① 

（２）地域関係者ヒアリング 

 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

63 



Ⅳ 旭川会場 議事録② 

あまりお得ではないが「旭山動物園との雪の美術館」と「旭山動物園と雪の村」のセットチケット施策を実施してい
る。 
上川、東川、層雲峡などと連携して実施してはいるが、上川でいえば圏域に魅力的な観光ポイントが少ない。 
 
「雪の村」は振興公社で実施しており、そこで駅裏の施策も実施している。 
駅裏は1月の13～2月12日まで、スケートリンク、スノーモービルのラフティングなども運行している。 
去年から実施しているが、この期間が限界と思われる。 
宿泊は減ってはいないが増えている訳でもなく、FITが泊まりやすい面はあるが、せっかくなら日本らしい温泉旅館が
いいという声もある。 
あさひかわ宣伝協議会で、旭川周辺広域観光で提案をしているが、東南アジアの方には冬のアクティビティとして
都市型的な冬のアクティビティが好まれている。 
全てが温泉地、スキー、シティホテルではなくバリエーションを楽しめることが、セールスポイントとなる。 
昼は街歩き、夜は繁華街で楽しむ都市型の提案。旭川では、店舗紹介の面で行政の壁はないが、市内の飲食
店では、インバウンド対応の意識が始まりだしたばかりなので、事前の調整など別の障壁が出てくる可能性がある。 
 
エージェント向けのFIT商品は難しく、エアとホテルのスケルトン型商品しか売れないとなると旅行会社の利益が出
なくなってしまうが、国民性で旅行スタイルに違いがあるので、まずはスケルトン型の商品を構築していただきたい。 
 
上川町では、層雲峡へのゲートウェイとしてのレールパス利用者は増えているので、バスに乗せるための施策として
セールスしている。 
黙っていては利用がないので呼込みに行く。 
層雲峡は、FITは全くダメで上期で台湾で1万5000人落ちている。 
台湾が落ちたのは、台湾自体の景気が落ちているのが要因。るるぶなどとのネット媒体とエージェントと組むのがいい
と思う。 
ブッキング.comなどのネットエージェントの活用が必要で、連泊系を含め、ネット系は伸びているので、団体系を埋
めるほどではないが伸びしろは大きい。ただ、交通系の料金体系が分かりずらい点もある。 
交通手段が簡潔になれば今後はさらに伸びると思う。 
 
層雲峡的には、（FIT対応は）団体に頼り切っていたのでこれからとなる。 
三国シェフのレストランは地理的にも売りづらい。特別な時に行くくらいしか使い道が無い。 
「オーベルジュましけ」は、20kmあるので距離が問題。食事料金は、¥6000,¥9000 
ランチは２回転くらいするが、夜は入っていないし、層雲峡的には、夜には出て行ってほしくはない。 
 
ビジターセンターにはFIT向けにも通訳がいるが、案内所にはいないのが懸念事項。 
タブレットを駆使して対応はしているが、団体には対応はできないのが現状。 
 
今後は、北方面の広域ルート事業も動くので、ここが要になる。 
存在感を示して、出口、入口にだけはなりたくない。 
 
２ケ所の広域に被っている都市は、全国でも2例くらいしかないので、旭川はかなり注目されている。 
エアとJRのゲートウェイとして北海道も重視しているので、今後も頑張ってほしい。 
 
参加者への謝辞 
今後の実施予定説明 
閉会挨拶 

Ⅰ 阿寒（釧路）会場 議事録① 

（２）地域関係者ヒアリング 
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４、旅行商品案  

 12月に実施した「地域関係者ヒアリング」を受け、１～２月にかけて、海外旅行会社との商品造
成に向けた協議を重ねた。そこで、明らかになったのは、台湾・香港・タイ、いずれの国も「ひがし北海
道」は遠いと感じていること。遠いと感じているだけに、移動中の観光素材訴求は大切な観点である
こと。また、いずれの旅行会社も商品造成に際して、情報の拠り所にしているのは、インターネットより
も人脈であること。地域素材について、また地域素材を組み合わせるコース設定について、より詳しく
知りたい時には、過去、名刺交換をした地域の方へ直接ヒアリングしている実態が多いことが明らか
になった。 

１、海外旅行会社の意見・要望を可能な限りに反映させた。 
 （北海道内旅行会社の視点は、可能な限りに排除） 
２、ターゲットはFIT。そのため、当初は見どころを絞ったスケルトンタイプのコース設定を想定していたもの  
   の、 いずれの国からも、「ひがし北海道」の認知がないことや移動距離の長さ等を懸念し、それでは 
   売りにくいとの反応。よって、交通機関や食事内容、また体験メニューを具現化したモデルコースに 
   留意した。 
３、しかしながら、今後の展開を見据えて、このモデルコースをカスタマイズできるように、という点も留意。 
  具体的には、 
  １、1日毎のコースが他のコースと組み合わせられるようにすること 
  ２、ダイナミックパッケージ化や新千歳空港からのAIR利用等も考えて、 
     様々な発着地パターンを想定した 
４、食事内容に対する興味が高いこと、また「焼き肉」に対する希望も強いことが明らかになり、 
   可能な限りにこの点を意識した打ち出し方に留意した。 
５、価格体系は１２～１８万円代を意識した。 

    当面の戦略として、まずは海外旅行会社の販路に乗ることを最優先に考えた。 
こちらからの思い（売りたいもの）を訴求するのではなく、敢えて、海外旅行会社が
売りたい、売りやすいと思えるモデルコース造成に留意した。 

＜そのような実態を受けて、モデルコース設定した１６コース＞ ＜そのような実態を受けて、モデルコース設定した１６コース＞ 

設定に際してのポイント 
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（１）テーマ別旅行商品案（16コース）  

■コース番号01 道東春の３大花エリアを巡るコース 

■コース番号02 【ガイド付】夏の阿寒湖カヌーなど広大な自然に時間を忘れるコース 

■コース番号03 釧路ー知床の人スポットを地元バスで巡るコース 

■コース番号04 旭岳と然別湖／山と湖の初心者ネイチャーコース 

■コース番号05 道東の歴史文化を学ぶコース 

■コース番号06 動物の迫力に感動するコース 

■コース番号07 【バスで安心】真っ白な冬を彩る野生動物観察コース 

■コース番号08 地元オススメ美食体験コース 

■コース番号09 日本酒酒蔵を囲む自然満喫コース 

■コース番号10 レンタカーでしか行けない道東穴場コース 

■コース番号11 春の道東色とりどりコース 

■コース番号12 自然の恵み贅沢体験コース 

■コース番号13 冬レンタカーでまわる白銀の絶景コース 

■コース番号14 北海道東端の神秘フォトツアー 

■コース番号15 冬の期間限定祭りコース（札幌発） 

■コース番号16 道東北エリア冬周遊安心コース 
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（２）テーマ別モデルコース案（01・02 /16コース）  
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（２）テーマ別モデルコース案（03・04 /16コース）  
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（２）テーマ別モデルコース案（05・06 /16コース）  
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（２）テーマ別モデルコース案（07・08 /16コース）  
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（２）テーマ別モデルコース案（09・10/16コース）  
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（２）テーマ別モデルコース案（11・12 /16コース）  
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（２）テーマ別モデルコース案（13・14/16コース）  
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（２）テーマ別モデルコース案（15・16 /16コース）  
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（２）テーマ別モデルコース案（16コース）  

■カテゴリー別分類 

ターゲット別分類/コースNo 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16

台湾 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

香港 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

タイ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

テーマ別分類/コースNo 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16

自然 ● ● ● ●

文化 ● ●

花 ●

動物 ● ●

グルメ（食） ● ● ●

季節 ● ● ●

絶景 ●

体験 ● ● ●

シーズン別分類/コースNo 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16

春 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

夏 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

秋 ● ● ● ● ● ●

冬 ● ● ● ● ● ● ●

移動方法別分類/コースNo 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16

レンタカー ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

観光バス ● ●

周遊バス ● ●

路線バス ● ● ● ●

列車 ●
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h  宿泊施設情報  
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h  
二次交通情報 

（ レンタカー・JR・周遊観光バス・都市間バス等）  
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宿泊施設情報/コースNo 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16

然別湖温泉地区 ● ●

帯広地区 ●

十勝川温泉地区 ● ● ● ● ●

釧路地区 ● ● ● ● ● ●

阿寒湖温泉地区 ● ● ● ● ● ●

川湯温泉地区 ● ●

根室地区 ●

知床・羅臼地区 ●

知床・ウトロ温泉地区 ● ● ● ● ● ●

養老牛温泉地区 ●

網走地区 ● ● ● ● ● ● ●

紋別地区 ● ● ●

北見地区 ● ● ●

層雲峡温泉地区 ● ●

富良野地区 ●

観光施設・体験観光情報/コースNo 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16

帯広・十勝川・然別湖温泉地域

釧路・阿寒湖・川湯温泉地域

網走・清里・紋別・北見地域

層雲峡・旭川・富良野・美瑛地域

二次交通情報/コースNo 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16

レンタカー会社

ひがし北海道周遊観光バス

観光バス・周遊バス

路線バス

JR北海道

二次交通情報/コースNo 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16

食・グルメ情報
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５ 関係機関へのヒアリング 

報告会及び香港旅行社との意見交換会 

12月に実施した地域関係者（関係自治体、観光協会、観光関連事業者等）向けにルート案の報
告会を行うとともに、香港から招聘した康泰旅行社の2名から香港の現在の旅行事情等を説明していた
だくことで今後の「ひがし北海道」地域での商品造成の基礎とすべく、下記日程に於いて地域関係者との
調整を行い意見交換会を実施しました。 

旭川地区ヒアリング説明会（出席関係者６名） 

 ◆開催日時／平成29年3月13日（月）10:00～11:30 

 ◆会  場／旭川市 道北地域旭川地場産業振興センター 開発2号室 
    （〒070-8004 北海道旭川市神楽4条6丁目） 
           TEL：(0166)61-2283 

網走地区ヒアリング説明会（出席関係者１１名） 

 ◆開催日時／平成29年3月14日（火）10:00～11:30 

 ◆会  場／網走市 オホーツク文化交流センター エコーセンター2000 学習室 
            （〒093-0072 北海道網走市北２条西３丁目） 

     TEL：0152-43-3704 

釧路地区ヒアリング説明会（出席関係者９名） 

 ◆開催日時／平成29年3月15日（水）10:00～11:30 
 ◆会  場／釧路市 釧路市国際交流センター 2F学習室 

      （〒085-0017 北海道釧路市幸町3−３) 
        TEL：0154-31-1993 

帯広地区ヒアリング説明会（出席関係者７名） 

 ◆開催日時／平成29年3月16日（木）9:00～10:30 

 ◆会  場／帯広市 帯広経済センタービル 6F 研修室 
             （〒080-0013 北海道帯広市西３条南９丁目１−１)  

           TEL：0155-25-7121 
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５ 関係機関へのヒアリング 

報告会及び香港旅行社との意見交換会 

各会場向け式次第 
配布資料① 

康泰旅行社 有限公司 
招聘者行程表 

配布資料② 

ひがし北海道広域観光周遊ルート 
テーマ別モデル観光１６ルート 

（A3:全17P） 
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 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

◆開催日時／平成29年3月13日（月）10:00～11:30 
◆会  場／旭川市 道北地域旭川地場産業振興センター 開発2号室 

    （〒070-8004 北海道旭川市神楽4条6丁目） 
TEL：(0166)61-2283 

◆内  容／ 

■参加者リスト 

○康泰旅行社 有限公司  
 日本領隊   林 卓南 

○康泰旅行社 有限公司 

 見習日本専遊  李 青蔚 
 

〇(株)JTB北海道 札幌法人事業部 

  営業５課担当課長（地域振興・交流拡大担当）  柴田 浩司 

〇(株)JTB北海道 札幌法人事業部    

   営業５課（地域振興・交流拡大担当）   服部 千尋 

〇(株) JTBコミュニケーションズ&サポート北海道  岡野 孝司 

・旭川エリア観光事業関係者様への事業概要説明 
・観光ルート案意見交換・ヒアリング 

地域関係者報告会及び意見交換会 

占冠村役場　企画商工課 大谷　淳貴

日本航空　旭川支店 佐々木　真

（一社）層雲峡観光協会 宍戸　重之

旭川市経済観光部観光課課長補佐 あさひかわ観光誘致宣伝協議会事務局次長 白木　義宏

旭川市観光課 あさひかわ観光誘致宣伝協議会　書記 岡田　裕樹

一般社団法人　旭川観光コンベンション協会 主任 戸田　友樹



Ⅳ 旭川会場 Ⅰ 阿寒（釧路）会場 議事録① 
 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  

地域関係者報告会及び意見交換会 

観光ルート説明会・意見交換会要旨 
 
康泰旅行社概要と招聘者紹介 
香港でも歴史のある旅行社で、今後積極的に「ひがし北海道」エリア売込に力を入れていきたいということから今回
の招聘へ繋がった。 
昨日来道後、層雲峡の氷瀑祭り見学、旭川大黒屋のジンギスカンを試食、癖がなく美味しかったとの感想で、本
日は、旭岳のロープウェイに乗る予定。 
 
香港での日本旅行の動態としては、香港の旅行ニーズは、期間では7、8月と12月、予算に関しては20万円くら
いとのことでヨーロッパと費用的には変わらない中で、北海道は冬シーズンのニーズが高い。 
康泰旅行社では、団体とFIT向けを販売しているが、FIT向けは宿泊とエアのセットのみとなっていることから、今後
のコンテンツ内容の充実が重要となっている。 
香港の旅行者の傾向としては。 
●団体は年配者、ファミリー層中心で、旅行社任せとなっている。 
● FITはバニラ、ピーチなどのLCC経由で入国している。 
● 「ひがし北海道エリア」としての認知があまりにも乏しい現状がある。 
●コンテンツとしては体験物と食と自然の景色のポイントが高い。 
● 「ひがし北海道」でしか体験できない雪に関連する体験物が重要となる。 
● １か所では１～２時間の滞在が限界。 
年間でも数回しかない長期休暇の間では、天候に左右される懸念が大きく冬の北海道はリスクが高いことから、代
替案やリスク覚悟でも体験する価値のある限定感を押し出す施策が必要となる。 
康泰旅行社では、冬のコンテンツとして層雲峡～網走～阿寒を回る定番商品もあるが、今後の見せ方が重要と
思われる。 
黒部立山アルペンルートが香港の旅番組で紹介されてから問い合わせが殺到したという事例もある。 
認知されていなかった場所を認知させるには、旅行会社やブロガーのブログが中心ではあったが、TV番組や露出度
の高い人気俳優の起用も必要になる。「ひがし北海道」にも当てはまるかもしれない。 
きっかけは、中部地区の旅行会社からの声掛けから番組の放送局へ持ち込んだ企画。 
香港の旅行会社も番組放映に合わせ、商品設計を既に済ませて置き、問い合わせ、申し込みという流れがワンス
トップで行けるように構築されていたことが功を奏した形で現れた。期間、場所限定の景色であることが重要。 
ビジュアル的にも写真（雪の壁の中を走るバス）のインパクトが大きかった。 
 
Q.香港は、成熟した巨大なマーケットでアジアの流行発信地というイメージで、大海に小石を投げるイメージ感が
あり、メディアを利用して一石を投じるには、限られた予算でどのメディアが一番効果があるのかを伺いたい 
A.TVで有名俳優を使うのが一番効果があるが費用が嵩む。Facebook、インスタグラムでは、若者に効果がある
が年配者狙いでは雑誌、TVとなる。年配者には口コミも効果的 
 
Q.昨今、注目されていなかったFITに、急速に注目が集まりはじめた。旭川地区の持つコンテンツをどうやったら香
港の一般消費者に伝えられるのかを教えてほしい。 
年配者はTV。若い方は、facebook、インスタグラムとのことだが、TVを見ている年配者は団体旅行かFITのどち
らになるのか？ 
A.その場所へ行く行程の難解度で変わってくる。個人レベルで行ける場所かどうかの判断になる。 
ある程度、行程を示せば年配者でもFITで移動するということです。 
新千歳空港からなら、JRはとても便利で道央圏内移動となる。 
「ひがし北海道」へ個人でいくならレンタカー、バスでしか行けないのなら、移動手段が難しいので団体となる。 
 
香港であれば、グリーン期なら迷わずレンタカー移動になる。中にはタクシーのチャーターもあるが、少ない。 
中国は、大型車両１台でファミリーFITとなる。 
路線バスは、本数が少ないことからグリーン期はレンタカーを推奨し、運転しない方は、レールパスや周遊バスの利
用となる。 
ただ、魅力あるコンテンツは冬に集中している傾向があるので、冬のPRの方法としては、広域周遊バスを走らせる
手しかない。夏はレンタカー、冬は広域周遊バスという絞った形の案内となるが、価格設定が難しい。 
道東エリアが、乗り放題パスなどがあれば歓迎されるので、路線系統などをもう少し分りやすくする必要がある。 
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地域関係者報告会及び意見交換会 

香港人は、違うシーズンでは、あり得るが、同一の場所への再訪はほとんどない。新しいものを探す傾向がある。 
道央圏での来道者は多数いるので、次のステップとしてどう売り込むのかが、今後の課題となる。 
一方、台湾は気に入った場所に居続ける傾向がある。１ケ所にしばらく居続ける。 
香港は、いいところだけを掻い摘んで凝縮した旅行を楽しみ限定感がある体験で、食に絡まるとなお良い。 
九州の流しそうめんは、香港人には特別で珍しいと好評だった。 
今回も、氷瀑祭りのスノーチューブも当初は興味を示していたが、一周見学を廻ってきた時点で寒さの余り断念し
たという経緯もあることから長時間の屋外コンテンツには一考が必要となる。 
 
旭川地区では、冬まつりがある。 
過去にギネスに載った大雪像もあったが、海外での認知度が低い。 
100mくらいの氷の滑り台のスピード感がすごい。今年は多数のインバウンドが来て楽しんでくれた。 
札幌の雪まつりに行って、旭川雪まつりを見て層雲峡、流氷見学という雪まつりツアーはあるが、札幌雪祭りは写
真を撮ってきれいで終わるが、旭川の場合は、体験中心なのでムービーになる。 
我々としては、情報が伝われば来て楽しんでもらえるとは思うが、1週間と短期という懸念がある。 
正しい知識と事前の装備があれば十分楽しめる。 
 
楽しいという目的さえあれば香港人は見に行くが、休みがとりにくく７日間のツアーが減って５日間に移ってきている。 
 
Q.広い北海道に来て分刻みで旅行して疲れないのか？ 
A.せっかく北海道まで来たのだから,少しでも多くのコンテンツを楽しみたい。 
貴重な5日間だからこそ、移動時間に割くのがもったいないと考えている。ただ、若者と年配者の楽しみ方の違いが
あり、年配者は、花畑や滝を見るなど景観を楽しむが、若者は宿泊地近くのカフェに行ったりレストランで食事したり
するなどアクティブに行動するが、旅行形態の変化の詳細は分らないのが現状。 
FITでは、趣味趣向的に多様性がみられるが、提供者としても変化を求められているのか、これまでどうりのスポット
を推奨していくべきなのかが悩ましい点ではある。 
 
若者は、自分で旅行の計画するが、経路が複雑なら遠方はまず敬遠する。新千歳からだと遠くてもニセコが限界。 
食べ物には興味があるが、蟹などは札幌近郊でも食べられるのでわざわざ遠方まで行かなくても十分ことたりる。 
写真を撮るのが好きだが、自然観光地のみの景観だけではつまらない。 
ハイキングや登山のツアーなど趣味に特化したツアーも中にはある。 
 
Q.趣味に特化したツアーを設定したら若者にアピールできるか？ 
A.若者には、沖縄にダイビングに行くツアーが好まれる。同一趣味の仲間が集えるのが好評の理由。 
 
トマムでは、雲海テラスと同一の場所で霧氷テラスを昨年から実施して通年で楽しめる企画を実施している。 
ゴルフ場を廃止し牧場体験できる施設を新設の予定らしい。 
日勝峠が不通の影響から高速が一部無料となり占冠道の駅の売上が好調でインバウンドの利用も増えている。 
PRするなら今と考えている。 
 
Q.北海道ではサイクルツーリズムに注目しているが、香港の人は北海道のサイクリングに興味ありますか？ 
A.飛行機に5時間乗った後に自転車には乗らない。あまりスポーツはしない。 
沖縄や台湾の近隣ならマリンスポーツなどなら、まだあり得るが北海道では考えられない。 
 
Q.日本の（一般的旅行代金）20万円は高く感じるが、ヨーロッパと同額くらい？ 
香港からヨーロッパへの渡航者は少ない？ 
情勢的にヨーロッパが下がっているので日本に行くのか？ 
A.日本は,ヨーロッパよりはやや安いが政情が不安もあり敬遠されている。 
日本が高いのではなく、北海道が特に高い。黒部立山なら17万前後。 
 
北海道だけ高いのは不思議。 
JALなどの成田、関空からの乗り継ぎ1万円などの認知度が低い。 
長期休暇取得シーズンが限定されることから、キャセイなどの香港直行は少々高くても取れない。 
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Q.香港の旅行需要は増えているのか？やはり温かいところが好まれるのか？ 
A.(年間出国者数1000万人は、広州、広東出国も含んでいるので純粋値ではないらしいが） 
10年前と比べておそらくは減っている。 
ただ、日本に来る人は5倍に増えている。訪問地では、一番は大阪、東京、千葉、京都、沖縄と続いている。 
寒いところは嫌いではないし、雪が珍しいので北海道というニーズはある。 
 
北海道のポテンシャルがわからない。立山の話は団体のはずで、FITの話ではないはず。 
日本の人気訪問地から推察すると、自然体験やスポーツは重要ではなくて核となる施設の周りに何があるかが重
要ではないか。まずは、ターゲットを絞り込む必要がある。 
そして「ひがし北海道」だけではなく、まず北海道に来てくれるような施策が必要ではないか。 
 
Q.北海道に来てくれるようなターゲットは何歳くらいの人？ 
A.1回目は団体。それがリピーターとなりFITとなっていく傾向。 
 
Q.スキーはしない？ 
A.スノーボード需要はある。 
どのジャンルも需要はあるが、分母の問題。 
 
まずは、北海道の良さを理解してもらう必要が先決。香港にはないものが沢山ある。 
長距離移動ばかりが懸念されているが、（風景や見どころなどの）ポイント、ポイントの良さを伝えることが重要で、
全部をまとめて回ろうとするととてもできないので、拠点を紹介することが重要ではないか。 
今回のコースは、FITでは４日間は短いが、組み合わせるなどの工夫次第のコース設定としている。 
 
LCCで千歳に来た方が、ANAの￥5400くらいなら釧路、稚内にも行くのではないかと思う。 
 
Q.今（香港で）売れ筋の商品はエアとホテルのスケルトン型？北海道向けでは、人気の航空会社は？ 
A.香港エア、キャセイで直行が人気ある。以前は台湾のキャリアだった。 
FITはLCCを利用する。価格優先。 
 
Q.冬のFIT商品は売れますか？ 
A.FITで行くときは、自分の計画ありきなので、コースを組むのは敬遠されると思う。 
移動方法として、エリア間が自由に行き来できる手段があれば便利。 
北海道といえばスキーだが、どういったスキー場があるのかわからない。 
エアは手配したがスキー場までの移動がわからない。 
 
核となるものがあって、そこでは1日では収まることがなくて様々なコンテンツがあってスケルトン型で自由選択できる
のが理想ではある。 
北海道の場合は、人工物ではない自然が核になる。自然体験にはガイドが必要で、それらを整備しながら情報選
択肢を与えていければいいと思う。 
リピーターを求めるなら様々なコンテンツを準備する必要がある。 
 
核は、地元の案内ガイドがいなくては体験できないようなコンテンツになる。 
氷瀑祭りのようにわかりやすいものがキラーコンテンツになりえるのではないか。 
旭川については、旭山動物園という核がすでに認知されている。 
 
現在、公式Webサイトの更新作業も進めている。日帰りのコースを30数コース載せる予定でいる。 
宿泊は、booking.comを中心で、今後は、FITを主体としたプロモーションが中心となってくる。 
団体用コンテンツで、商品開発をしてくれればいい。 
 
今後は、コースについての意見、問い合わせ等を頂戴したいと思う。 
 
閉会の辞 
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◆開催日時／平成29年3月14日（火）10:00～11:30 
◆会  場／網走市 オホーツク文化交流センター エコーセンター2000 学習室 
            （〒093-0072 北海道網走市北２条西３丁目） 

TEL：0152-43-3704 
◆内  容／ 

■参加者リスト 

○康泰旅行社 有限公司  
 日本領隊   林 卓南 

○康泰旅行社 有限公司 

 見習日本専遊  李 青蔚 
 
〇(株) JTB北海道 札幌法人事業部 
  営業５課（地域振興・交流拡大担当）   服部 千尋 

〇(株) JTBコミュニケーションズ&サポート北海道  岡野 孝司 

・網走エリア観光事業関係者様への旅行商品案の説明 
・香港康泰旅行社招聘者との意見交換会 

地域関係者報告会及び意見交換会 

日本航空(株)　北見支店 大平　孝

オホーツク観光連盟 伊藤　正範

サロマ湖鶴雅リゾート 支配人 清水　勇男

サロマ湖鶴雅リゾート 営業マネージャー 高橋　一博

ホテル網走湖荘 高井　俊司

一般社団法人　網走市観光協会 井上　範一

一般社団法人　網走市観光協会 事務局長 浜名　みゆき

斜里町観光協会 専務理事 代田　克雄

網走市観光部　 主事 山縣　叔彦

網走市　観光課観光振興　 係長 里見　達也

北天の丘あばしり湖鶴雅リゾート 常務取締役オホーツク地区総支配人 永田　義幸
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観光ルート説明会・意見交換会要旨 
 
「ひがし北海道」の場合、交通手段がどうしても懸念事項となってくる。 
限られた時間であるので事前にわかれば対応が可能となる。 
言葉の壁という問題もあるが、ルートとポイントが決まっていれば解消できると思う。 
網走～知床がメインとなってくるが、タクシーであれば解消できるかもしれない。 
運転手のガイドスキルが鍵となるが、コースが決まっていれば案内も可能。 
ホテルにも観光をつけてほしいという要望もあるし、言葉の壁問題は必ずでてくる。 
タクシー代として予算はどれくらい出せるのかも問題となるが、時間定額であればどこでも行ける。 
現在でも、着地型の網走観光タクシーハイヤーは日本人向けには実施している。 
旅行商品に付いてくるのであれば通訳ガイド付きの観光案内ハイヤーなどを作りこむことは可能。 
広域観光周遊ルートで通訳案内士付きでコースを組むのか、オプションで現地入りしてから依頼するのかどちらを選
択するとなると（FITが）着地してからの通訳案内士付きは結構難しい。 
完全予約制でなければ、受け入れ態勢が追いついていかない。 
着地してからの選択肢としてある方が、FITに向いてはいるが、既存品を利用してとなると言葉の壁もあるので、運
ぶだけに徹するなど各国のニーズを踏まえた対応が必要となる。 
 
JALパックでも実際に商品化しているが、見るポイントは、ほぼ決まってはいるので、事前予約制でも苦にはならない。 
ホテルでパッケージ化して売ってほしいという要望がある。需要と価格の情報が不明。 
沖縄なら60分で回れるが、広い北海道では数時間単位なので価格設定が重要。 
JRやバスでの移動が可能な場所はいいが、それで行けないところが問題。富裕層はチャーターも可能だが、まずは、
どうやって販売していくかが問題。 
既存商品はあるので、ニーズと供給のバランスはとれているので後は発着地や価格などの詳細のカスタマイズさえクリ
アになればカバーできると思う。 
予約方法の問題としては、インバウンド用に全てが揃っているわけではないので、直接来てから聞かれても対応しき
れない部分もある。 
 
着地で考えていけば、1日ずつ小回りの利く商品としてアップし、宿泊はbooking.comに任せる予定でいる。 
あくまでもモデルコースとしてサイトにアップする。 
宿泊がbooking.comなら宿泊までで、タクシー予約はあくまで個人任せということになるのか。 
「ひがし北海道」の認知度の低さから考えると、予約可能なものとできないものの選別をしてできないものに関しては
1か所で集中予約販売管理をしながら設定することが重要と思うが、それをどこが担うかがグレーではある。 
JTBが動くしかないのではないか。日本語が話せる方しか予約ができないので、そこに壁がある。 
 
季節によって観光ポイントが多数あるが、認知度を上げるのが先か、商品として案内するのが先なのかを造成の段
階で話をさせていただければと思う。 
タクシーの件は、FITは、情報は持ってはいるが宿泊のみ決めておりその他は何も決めていない。 
現地で決めている。 
中には複数の宿泊施設を同時に押さえて、当日、前日にキャンセルを入れて行き先を変更している方もいる。 
FITは、到着してからの気持ち一つで行動しているので融通が利くかが一つのポイントになる。 
 
宿泊施設としても対応のバリエーションが必要で、外国語対応も必要となる。外国語対応スタッフは、付きっ切りで
メール対応をしている。 
冬のレンタカー利用もあるなど、これまでの固定概念が崩れている。 
宿泊施設を核にしての単独行動が多くなり、FITをターゲットにするのか、商品造成をしてパッケージで売るのか、個
人消費のパッケージで売るのか最初の方向性が重要になる。 
今回のモデルコースでは、コース設定はされてはいるものの、FITで言えば着地型としてその場で自由に動きたいとい
うニーズが大きいことから、核となるネイチャー体験を据えて置き、その付近の宿泊施設を中心に複数の体験が選
択できる半スケルトンタイプの商品が好ましいとの声が旭川であったことからそれに対応可能なものとしている。 
 
夏の北海道の体験メニューでは、香港では牧場でのアイスクリーム作りや乗馬など香港で体験できないものが好ま
れる。 
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積丹の観光船でカモメに餌をあげるとかも好まれる。自然の景色の中で動物との触れ合いなどは好まれる。 
日本の知識は雑誌やwebで事前に持って来てはいるが、来てから変更することが多々ある。 
下調べはしてきてはいるが、決定は現地で行うというパターン。 
事前にポイントは抑えてはいるものの、時間帯を把握していないから現地で変更が発生することになる。 
鶴と流氷を観光ポイントとした場合にも、宿泊は網走になり時間的な問題から変更になったりする。 
ただ、Booking.comなら直前予約変更が可能ですよね。 
現地に入ってから体験メニューの予約を入れることが多そうですね。 
FITにとっては、選択肢が多数あるか、流動的にコース変更可能かが利便性の訴求ポイントとなる。 
 
冬季の知床へのFITの入り方としては、基本は公共交通機関が多い。レンタカーはほぼ無い。 
宿泊は知床に取っており、JRなどで入ってくるFITは確実に増加している。ツアーは急激に減少している。 
せっかく道東まで来ているので、体験物を組み合わせた飽きさせない施策を考える必要があるとともに、インバウンド
をリピーターにどう繋げるかが問題。 
今冬の、知床訪問者の傾向は、日本人観光客が減少している中、8割がインバウンドになっていることから不可欠
なものとなっている 
流氷ウォークなどの体験予約もネットでできるのでFIT中心となっている。 
正月と春節を絡めて道内各地の冬まつりをめぐるという冬場ならではの動きではある。 
FITで言えば、オフシーズンがなくなりつつある。 
どうしても冬は北海道、夏は沖縄という固定観念があるが、春の芝桜などシーズンを変えても楽しめる。 
 
冬は、エアが取れないのでどうやって道東に入ってくるのか問題。 
千歳か旭川しかないのが現状で、羽田から安く入ってこれるのでそれをどうやってPRしてゆくのかがカギではあるが 
いくらPRをしたところで足がなければどうしようもないので、羽田～女満別便も少ないのでそれを増やしてほしい。 
 
長期休みが取れるのが７～８月とクリスマス時期の5日間くらいしかないので、初日と最終日が移動と考えると 
中3日間の休日となる。この3日間で多く見れるものを選択する。その中での長距離移動は厳しいことから、直行で
あれば新千歳しかないが、羽田乗り継ぎであれば時間ロスとなってしまう。 
 
ほとんどの場合、新千歳～または札幌～函館に移動しているが、同じ１日潰すのであれば、香港～羽田～女満
別（釧路）という選択肢もある。 
札幌からここまで5時間かかるので、羽田で買い物をして女満別へ飛べば航空運賃も安くなる。 
今後、もっと安くなってくるので、もっと宣伝してほしい。 
今後、インバウンドは全国一律¥10800になる予定ではある。 
乗り継ぎ時間はあるものの、直行以外でも入ってこれる。新千歳の1日も道東でも同じ移動日の1日となることから 
もっと利用してほしい。 
女満別からだと30分で網走に入れる。 
香港のチャーター便は便利だが難しい。定期便を作るとなると数が限られる。 
 
東京経由であれば女満別インでなくてもできるが、それには香港人の考えを根本的に変える必要性がある。 
どこでも、まず直行という概念がある。成田から羽田間の移動が面倒と思っている。 
 
羽田と成田では、成田の方が多く、成田と、関西が中心。 
香港は団体が減って、FITに移行してきているので千歳からの客が減っているのは事実。 
香港は（国が）狭いので時間的概念が違う（旭川から網走の移動が4時間と聞いて驚いた） 
 
道東の体験は作られた体験ではなく、他では体験できない自然相手の体験が中心なので、長時間を掛けて来る
方にその魅力をきっちりと伝える情報発信が重要。国によってニーズは違うので、柔軟な対応が必要。 
 
自然に対するニーズは、優先順位が高い。景色だけではなく、その中で体験できることは貴重だと思う。 
流氷観光船オーロラ号など、「ひがし北海道」の体験メニューには興味を示して頂いている。 
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オホーツク全体をPRする者でもオホーツク全体となると広すぎると思っている。 
北海道の魅力が詰まったエリアを3泊4日でどう回るのっていう感がある。 
（限られた日程では）大部分の時間を移動に費やすので、体験時間がどうしても短くなってしまう。 
日本人でも海産物のイメージしかないのが現状で、海外への「ひがし北海道」事態の発信が足りていない。 
他の特産物もたくさんある。 
 
いくら体験メニューが充実していても、網走・知床のみでの1か所で５日間の選択はまずない。 
ショッピングは必須アイテムなので、1か所で5日間は長すぎる。 
1か所という考えではなくエリアで考えてほしいが、オホーツクだけでも隣町に行くのに1時間かかるような場所。 
（自国では見ることが出来ない）様々な動物が、普通に見ることができる。 
九州くらいの広さがある広大なエリアなので、すぐに行けると思ったら大きな勘違い。 
 
要は、「ひがし北海道」の魅力が、伝わっていないからこそ移動時間の問題が出てくる。 
レンタカーを借りて回るだけでも魅力はある。 
確かに移動距離はあるが、その途中にも景色や施設など多くの魅力がある。 
FITには、様々な感じ方があるので、それぞれに合った情報を提供することが大切で、状況を踏まえての提供方法
を考慮する必要がある。 
FIT化に立ち遅れることがないように、道東エリアが追いついていかなければならない。 
 
今回、5日間の期間の中で、午前中に会議をして午後に移動と体験を実施している。 
体験できるものには制約が多い中、2人から滞在期間の延長の話があった。 
想像以上の移動時間の長さを感じる中で、自然景観や体験メニューの素晴らしさを感じ取っていただいている。 
旭川報告会で、「ひがし北海道」のコンテンツの魅力を伝えるには、趣味に合わせたコンテンツ展開も必要との声が
あった。 
例えば、ハイキングや釣りなども重要なコンテンツと成り得ることがわかってきた。 
もう少し申し出（滞在期間の延長）が早ければ知床は見ていただきたかった。 
これからオーロラ号に体験乗船し、素晴らしい景色を見ていただきたいと思っている。 
 
釧路までのコースでも、できうる限り四季の移ろいを肌で感じ、真っ白な平原や湖を見てほしいと思っている。 
同じ景色でも、四季によって違いがあることを感じ取っていただきたいと思っている。 
 
千歳以外のルートの可能性を探るとともに今後商品の精度を高めていきたいと思う。 
 
閉会の辞 
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◆開催日時／平成29年3月15日（水）10:00～11:30 
◆会  場／釧路市 釧路市国際交流センター 2F学習室 

（〒085-0017 北海道釧路市幸町3−３) 
TEL： 0154-31-1993 

◆内  容／ 

■参加者リスト 

・釧路エリア観光事業関係者様への旅行商品案の説明 
・香港康泰旅行社招聘者との意見交換会 

地域関係者報告会及び意見交換会 

○康泰旅行社 有限公司  
 日本領隊   林 卓南 

○康泰旅行社 有限公司 

  見習日本専遊  李 青蔚 
 
〇(株)JTB北海道 札幌法人事業部 
  営業５課長（地域振興・交流拡大担当）  斉野 英俊 

〇(株)JTB北海道 札幌法人事業部 

   営業５課（地域振興・交流拡大担当）   服部 千尋 

〇(株) JTBコミュニケーションズ&サポート北海道  岡野 孝司 

（社）釧路観光コンベンション協会 専務理事 田中　正

（社）釧路観光コンベンション協会 事務局長 福永　光昭

（社）釧路観光コンベンション協会 松実　知子

日本航空(株)　帯広支店 紀野　典彦

鶴雅グループ 高田　茂

鶴雅グループ　海外事業部 高田　健右

釧路市　産業振興部　観光振興室 観光開発主幹 冷川　圭之

釧路市　産業振興部　観光振興室 主任 石崎　申悟

ANAクラウンプラザ釧路　 営業宿泊セールスマネージャー 佐藤　淳
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観光ルート説明会・意見交換会要旨 
 
〇16ルートの制作要旨としては、今回の16ルートについては、テーマ別に意識はしているが海外旅行会社の声を
反映している点 
〇販売のポイントでまとめているという点 
〇FITを意識してカスタマイズできる様に各地発着を意識している点 
以上の３点となるがこれで完成というわけではなく、ある意味これがスタートと考えている。 
次年度以降のプロモーションのほか、今後とも引き続きご協力をお願いしたい。 
 
康泰旅行社の現状と、香港からの日本旅行ニーズを報告としては、 
●ひがし北海道商品では、団体ツアーが中心となっている。 
●ルートでは、層雲峡～網走～阿寒～十勝川で帰る５日間のルートが中心。 
●シーズンは、冬＝北海道のイメージが強く「ひがし北海道」では冬中心に団体ツアーが設定されており、夏の 
 商品もあるが、人気はあまりない。 
●FIT商品としては、エアと宿泊のセットを販売しており、これが主流となっている。 
●香港からの北海道旅行の費用は、20万円くらいの予算水準で他の国内地域から見るとやや高めである。 
 本州に10万台がある中、7～8月と正月期のハイシーズンでの限られた休日期間からして高価となってしまう。 
●旅行ニーズの中心は、体験コンテンツ、その場で体験可能な食、そして自然、景色を求める傾向にある。 
 北海道＝冬というイメージがある中で、体験できるコンテンツ情報が正確に伝わっていない。 
様々な体験コンテンツの中で、その魅力を情報発信してゆくことが、今後のFITの取り込みに直接繋がってゆくことか
らその手段が最重要課題となってくる。 
今の香港人の道東の印象としては、認知度が低い、交通手段がないので移動が大変、距離と時間がかかる。 
このような、イメージが根付いていることから、若者への情報発信としては、SNSなどネットを意識したものとなるが、
圧倒的な認知度の低さを考えたときには、（TVなどの）もう少し上のレイヤーでの情報発信も必要と思われる。 
一例として、旅行会社が作成した有名俳優を起用して黒部アルペンルートのTV旅番組を作成し、紹介したところ
認知度の向上につながったことから商品の販売も上がった事例があげられる。 
ニーズに対応可能なコンテンツはあるものの、その認知度の低さゆえ商品化されていないものが多い。 
情報発信では、ネットも重要ではあるが、その上のTVや雑誌というレイヤーも必要ではないか。 
TV番組となると費用も掛かるが、一気に認知度を上げる手段と思われる。 
北海道＝冬だけではないという香港人のイメージ意識の改革が必要となってくる。 
 
今回の招聘者は、皆さんご存知の康泰旅行社のキャンディさんという商品造成の担当者と同じ部署にいる方です。 
日本向け旅行の添乗員歴3年のジェフさんと、康泰旅行社入社歴1年でアジア地区の添乗員として日本のことを
勉強中のメリッサさんです。 
 
Q.北海道の旅費の20万円というのは、団体、エアを含めたFIT共通という認識か？ 
A.3泊4日くらいの日程で団体もFITも同額で、団体の場合は、ハイシーズンの為、割高になっており、FITの場合
でも、ハイシーズンでは直行のエアだけでも10万くらいはかかるとのことでした。 
 
Q.北海道への入り方は、羽田、成田での乗継便もあるが、千歳直行になるか？ 
A.新幹線など様々な入り方があるが、時間や面倒を考えるとやはり直行便。 
 
Q.FITのパッケージ商品化は未確認だが、￥10800のインバウンド割があるが商品としてパッケージ化は無理か？ 
A.￥10800は高くはないが、成田～羽田からの乗り継ぎは面倒なので少々高くても直行便を選ぶ。 
 
昨今、休みがとりずらくなってきているので効率よく旅行したいという考えが根底にある。 
移動で前後の２日が潰れるのは非効率ではあるが、そのまま千歳に入っても函館や周辺への移動で結局は1日は
潰れることから、羽田乗り換えで女満別に入るのも大差ないのではないかという意見が網走で出た。 
 
Q.価格と日程ではどちらが優先される？直行であれば高くても選ばれる？ 
A.日本で一番遠いということから5日間の日程では、往復に各1日とられるのはつらい。 
最初の1日で、札幌、小樽で遊びたい。 
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台北乗り換えも、羽田乗り換えも大差はないなら日本へ先に入った方がよいと思うが？そこを強調してほしい。 
香港の旅行の発生がタイミングが遅い。手仕舞い日を早めるとツアーがなくなってしまう。 
香港では、休みを取るタイミングが全体的に遅くなっている。出発1週間、2週間前もよくある。 
考える時間が掛かる。（効率よく回る体験の選択を）最後まで悩んでいる。 
 
ガイド希望が多いのは、ヨーロッパ、アメリカ、香港で、タイ人は歩くのを嫌がる。 
香港の方は入りが遅いのでインフォメーションの時期が遅くなり装備が手薄となる。 
体験メニューの具体的な内容の把握ができていないので、装備などの準備が整わなくなり、結局は準備不足から
断念することも多くなっている。 
欧米系は、それなりの準備をしてくるが、アジア系はその事前の準備がほとんど整っていない。 
 
Q.香港人は、北海道旅行の場合の装備は万全の態勢で来るの？ 
A.ジャケットなどは十分用意しているが、靴など下半身の準備はしていない。冬道に慣れていないのが要因。歩き
方が基本的にわかっていない。 
 
摩周では、FITはツーリング弟子屈が一手に引き受けているが、防寒対策が上のみで下の装備ができていないから
敬遠される傾向がある。 
 
Q.旅行の傾向として、春～秋の間で旅行シーズンはあるのか？ 
移動経路として屈斜路湖近郊では、香港の方の昼食でにぎわっているが、昼食の傾向はあるのか？ 
A.3月～6月までほとんど休日がない。ツアーも少ない。あっても退職者の方が中心。 
クリスマス、正月、イースター、７～８月が一番多い。その後は少しづつになる。 
学校の休みは４月と夏と冬になる。長期間の夏と冬に家族で旅行に出る。 
多少高くても長期休暇期間が少ないのでその時期に取る。 
FITはその場で計画の変更が伴うが、団体は最初から多くの体験が含まれている。 
家族のため親子体験が好まれるが、高校生くらいになると自然体験に興味を示すようになる。 
 
Q.康泰旅行社は、アクティビティの情報ソースは何処から得ているのか？ 
A.キャンディさんたちから実際の体験談などから情報収集したものを参考にしている。 
 
Q.旅行の食事形態は？ 
A.元来、様々な食が集まっている国ではあるが、しゃぶしゃぶ、焼肉、定食、海鮮などいろいろと試してみたい。 
コストパフォーマンスなど口コミなども重要で、バイキングは好まれる。 
 
エコ周遊バスを運営しているが、摩周の駅前の豚丼店に名指しで来ていることから、情報が少しづつでも伝達され
ていると思っており、今年の2～3月の予約がないと言っていた店が、2月に急に客入りが混んだりと、直前に予約が
入っている様子で、インターネットで個人で情報を入手しているらしく、こちらの情報提供よりも個人での入手の方が
早いことから、インターネットへの情報提供が急務と思う。インターネットでは、香港は他国に比べ先進国といえる。 
 
Q.インターネットへの依存率は？インターネットの検索ソースは、SNSなのか？口コミなのか？ダイレクト検索か？ 
A.20～40代は確実にインターネット中心に情報収集している。一番早い情報はインターネットですね。 
皆それぞれではあるが、若者はインターネットが最初で、雑誌、友人の紹介ではないか。 
北海道、年代、お勧めで検索する。観光協会情報も利用している。 
 
お勧めで検索されると作戦も厳しくなるが、検索ソースという観点では、BtoB,BtoCではアプローチ方法が変わって
くる。例えば、旅行会社でハワイに行くことになったときに、ハワイ島の情報を得る場合では、初めて行く場合は、初
めからインターネット検索をするのではなく、現地JTBの情報を収集してからインターネット検索をすると思う。 
まず地元の方々から収集した情報を調べるのではないかと思う。 
自分が手配する場合でも、すべてが社内での情報ではないし、団体の受け入れなどの特化した条件下では、観光
地の情報であれば現地のランドオペレーターの情報が重要となってくる。 
旅行会社からすると、その両方に手を回すと思われるが、自分が手配する客のことを客観的に見ることができるのは、
現地ランドオペレーターと思う。 
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オーストラリアでは、リアルエージェントを廻ると、情報はすべてエージェントに取り次ぐという話を聞いた。 
リアルエージェントのパンフレットやリアルエージェントのサイトにない情報は基本的に外されるという話を聞いた。 
それで載せてから何社かを廻ると自然と増えてはいるが、そこから入ってくるかといえばそうでもない。 
ネットから入ってくる。コースを確認するとそこを見ていると思う。 
そんなことから、エージェントさんへのセールスは絶対に落とさないでやっていく方針でいる。 
 
Q.この３日間で、回ったところで良かった場所は？ 
A.大きく言えば、氷瀑祭り、旭岳ロープウェイとオーロラに乗船しての流氷になる。全部よかった。 
 
Q.道内の添乗で行った場所で、お客さんが喜んでいた場所は？ 
A.香港で出来ないスキーやオーロラ号など雪にかかわる体験。北海道でしか食べられない海産物などは喜ばれる。 
 
Q.急遽、期間を延長したとのことで、追加の2日間はどこに行かれますか？ 
A.自然な体験ができるところ。（本日急遽決まった釧路川での）カヌーなどは楽しみですね。 
冬の自然体験を全部体験したいが、時間的な制約があるのでなかなか難しい。 
 
Q.冬の移動ではどの交通手段を勧めているのか？ 
香港のリピーターに対してのアプローチの方法はどうしたらよいのか？ 
A.移動手段は、夏はレンタカーが安全。 
冬の場合は荒天であればJR,バス、高速も止まるので、冬道の経験がないのでレンタカーの利用は少ない。 
そうすると冬はJRかバスになる。 
 
Q.康泰旅行社の取り扱いでは、初めての方とリピーターではどちらが多いですか？ 
A.リピーターと初めてでは半分半分くらい。最初は団体で来て、FITでリピーターとして来道する。 
 
道東の認知度が低い。単に北海道の左側でしかない。 
自分で体験してもらって、生きた自分の言葉で発信していただければ広がるのではないかと思う。 
ファムトリップの情報交換も大切だがもう少し、実際の体験時間に割いてほしい。 
核となる施設がない限り、点ではなく道東一円を面として成立してセールスするしかないと思う。 
造成する人、企画する人が自分の目で見ていただいて、体験していただいて自分の言葉で起こしていただいて、こ
れから種まきとして2～3年後に刈り取りができればいいと思う。 
 
締めの言葉 
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◆開催日時／平成29年3月16日（木）9:00～10:30 
◆会  場／帯広市 帯広経済センタービル 6F 研修室 
             （ 〒080-0013 北海道帯広市西３条南９丁目１−１)  

TEL：0155-25-7121 
◆内  容／ 

■参加者リスト 

○康泰旅行社 有限公司  
 日本領隊   林 卓南 

○康泰旅行社 有限公司 

 見習日本専遊  李 青蔚 
 
〇(株)JTB北海道 札幌法人事業部 
  営業５課（地域振興・交流拡大担当）   服部 千尋 

〇株式会社 JTBコミュニケーションズ&サポート北海道  岡野 孝司 

・帯広エリア観光事業関係者様への旅行商品案の説明 
・香港康泰旅行社招聘者との意見交換会 

地域関係者報告会及び意見交換会 

(株)日本航空　帯広支店 副支店長 岩田　昌之

帯広市商工観光部　観光課 主任補 足助　和輝

帯広市商工観光部　観光課 大野　福公

然別湖畔温泉ホテル　風水（然別湖畔温泉旅館組合） 井上　貴夫

サホロリゾート 岩瀬　国博

一般社団法人　帯広観光コンベンション協会 秋庭　肇

十勝観光連盟 柴田　勝
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観光ルート説明会・意見交換会要旨 
 
香港の旅行の現状報告としては、 
●香港では長期間の休暇の取得が困難（7～8月または年末年始の5日間程度） 
●旅行料金もシーズンが集中することから20万円くらいかかる。 
●食と自然の景色、季節限定の体験プログラムが好まれる 
●「ひがし北海道エリア」の認知度が低い。 
新千歳からの場合は、道東の距離と移動時間が長いという懸念点がある。特に冬季はエアの欠航、JRの運休な
どレンタカーの利用が困難なことから主たる交通機関の運休が欠航が最大の懸念となっている。 
自然と絡む体験としてどんなものがどれだけあるのかを発信することが重要。 
点を点を上手く線で繋ぐことにより、「ひがし北海道エリア」の認知度向上により誘致向上に繋がる。 
認知度向上の事例紹介として、旅行会社企画で富山の黒部アルペンルートの旅番組を有名俳優を起用して放
映したところ、商品販売、認知度向上、商品販売へとつながったという事例もある。 
今回の招聘者は、康泰旅行社の日本担当のキャンディさんより紹介いただき来日いただいたという経緯で来道。 
香港旅行者のリアルな情報を伺うとともに皆様のご質問にお答えしてゆきたい。 
今回、本人たちのたっての希望により滞在期間を延長し、然別湖アイスコタン見学後、トマムに宿泊することとなっ
た経緯などから今後の 「ひがし北海道エリア」の体験メニューの認知度向上に繋がってゆくと思われるので、皆様か
らの新しい体験メニューなどのお話も伺いたい。 
 
Q.まず、今回の開催が、冬季のアクティビティも終盤に差し掛かっており、冬季アクティビティの体験が難しい時期に
入っている時期になった経緯を知りたい。 
A.当初2月の実施を目指していたが、アジア各地のヒアリングを実施していった中で「ひがし北海道エリア」の認知
度の低さを感じたこともあり、現地旅行社の担当者の招聘をの実施を決定した。 
とくに「ひがし北海道エリア」に関心の高かった康泰旅行社の声掛けをしたところ2月のスケジュール調整が困難との
ことから今回の日程となった。 
 
然別アイスコタンへの交通機関は、冬は8割は、公共交通機関になるが、JRとバスの組み合わせ。 
今年は寒い時期が続いており現在でも十分に体験が可能ではあるが、どうせなら最盛期を見ていただきたかった。 
 
Q.これまでの道東の率直な感想を聞きたい。 
A.道東エリアが広過ぎることから移動時間が長い。 
休暇期間が短い（5日間くらい）ので往復の行程で各1日とられることから実質は3日間となる。短期間で多くの
体験をこなそうと思えば新千歳近隣（道央）中心の旅行形態に偏ってします。 
今回も旭岳～網走の移動時間が4時間と聞いてびっくりした。 
印象深かったのは、旭岳ロープウェイの景色がよかったのが一番印象深い。 
流氷見学も北海道らしさんがあってよかった。どちらも北海道ならではの体験イベントで印象深かった。 
 
Q.移動時間がやはり最大の懸念事項になっているが、限度時間はどれくらいなら許容範囲になるのか。 
A.団体とFITとでは差があるが、団体の場合ではせっかく北海道まで来て1日に1～2の体験では物足りなくなって
しまうことから3～4時間の移動が限界ではないか。 
FITの場合は計画段階である程度は自分たちで把握できている。 
移動の合間での時間の使い方まで計画できたり途中の景色を楽しんだりと、ある程度は自由にできるため時間的
にも許容範囲も広くなるのではないか。 
 
Q.2月は、FITを中心にかなりの賑いを見せるが、3月になると途端に減る傾向があるがアクティビティの減少がその
理由なのか、3月の旅行者の動きがないのは、国の事情的なものなのかがしりたいのと、然別湖と層雲峡では3月
でも体験可能なので2ケ所を結ぶルートを確立さえすれば来てもらえるものなのかが知りたい。 
A.正月、イースターも2月で終わり長期休暇取得期間がおわる。 
直後の3月は休暇もないことなどから動きが鈍くなる。 

地域関係者報告会及び意見交換会 
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Q.FITの方の訪問動機となるのは、体験ものなのか?観光なのか？また、香港で現在人気傾向の具体的なアトラ
クションなどはあるのか？ 
A.ハイキング、サイクリングも人気ではあるが少数派ではある。 
きれいな風景の写真撮影。有名カメラマンと同行しての写真撮影ツアーなどもある。 
 
撮影だけなら滞在時間が短いと思うが、実際千歳～ニセコと千歳～帯広は時間的には差はないが認知度が低い。 
 
時間の移ろいを写真に収めたりするので1～2か所の滞在が長くなることもある。 
知床の名前は知っていても、具体的な景色や体験メニューなどの認知度は少ない。 
どうしても札幌、小樽、など千歳近隣の地域の観光となってしまう。 
 
Q.認知度を上げるには、TV番組やブロガーの発信がやはり有効的PRなのか。 
A.TV番組で俳優など有名人を起用するのが最も効果的ではないか。 
 
そうなるとお金は掛かるが、近隣の皆さんと協力して努力してゆきたい。 
ニセコと帯広とでは移動時間は差がないということから、帯広を拠点とすれば、移動時間の問題はクリアできると思う。 
「ひがし北海道エリア」でのルート形成において、帯広を核とすることであれば活路も見いだせるのではないか。 
目的を持った連泊者が多いので、レンタカーを使ってハイキングに行ったりスイーツを楽しむ方も多い。 
北海道＝冬のイメージが大きいので、夏のアクティビティを伝えることが重要。 
 
16ルート行程表では、豊頃のマニアックな菓子店も紹介されているが、豊頃町の大津海岸というところで 
ジュエリーアイスが注目されたり、写真のスポットという点では、1～2月の短期ではあるが新しいものもある。 
レンタカーのモデルコースが多いが、ドライブ移動ということも重要な体験コンテンツと成り得る。 
目的地に移動する過程で、道の駅などで季節の食があることなどの記載が必要であると感じた。 
移動する途中の景色も十分にドライブというコンテンツと成り得ると思う。 
 
Q.香港の方々にとってグリーンシーズンの旅行ニーズは？ 
A.7～8月のシーズンは、タイ、タイ、台湾、韓国への旅行が多い。 
90分で台湾やタイにも行けるなど、アジア圏では選択肢が多い。 
日本まで足を延ばさなくてもマリンリゾートならタイやタイになる。 
夏休み時期なので子供たちに体験させる目的で旅行に行くことになる。 
 
Q.7～8月のシーズンは、北海道は選択肢に入るのか？ 
A.夏の北海道は選択肢には入るが、冬に比べてそれほど認知されていない。 
 
Q.夏のコンテンツをアプローチしていけば可能性はあるということですね。では、ブログ以外の旅行の情報源は？ 
A.行く場所の観光協会のサイト紹介と体験者口コミコメントやブログを参考にする。 
 
Q.ブロガーの影響は大きいのか？ 
A.若者に対しての影響力は大きいと思う。年配者は旅行会社になる。 
 
Q.エアのチケットは旅行会社で買いますか？ 
A.LCCの普及前では、旅行会社でしたが現在はネットが中心になる。 
LCCで購入すれば安価なので行けなくてロスとしても問題ない。 
 
Q.香港から日本への旅行者は増えてはいるが、香港から海外旅行へ出る数は増えているのか？ 
日本はインバウンドに力を入れているが、他のエリアも力を入れているのでエリアとしての可能性はあるのか？ 
TVに力を入れれば実際に効果が上がるものであれば努力するが。 
A.旅行社は増えてはいる。TVは、金額次第のところもあるので難しい問題。 
他のアジアのツアーで一番安いツアーでは、1万3000～4000で5日間のツアーがある。 
食事などの諸費用も含まれている。それも問題の一つ。 
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Q.最近人気のエリアは？ 
A.沖縄は5～9月に人気がある。桜、紅葉も人気。京都、東京、大阪難波の人気がある。 
 
Q.写真家とめぐるツアーが興味深いと思うが、インスタグラムの写真を見ているとのことでしたが、個人で流行っている
SNSは？ 
A.インスタグラム、FaceBookの人気が高い。自分で撮った写真をシェアしたりしている。 
 
Q.友人がアップした情報が訪問動機と成り得るのか？ 
A.若者が中心ではあるがインスタグラムが人気で、40～50代でもFacebookを利用している人も増えている。 
 
Q.写真家と回るツアーは若者ですか？ 
A.札幌や小樽などの道央圏ではインバウンド（特に中国系）が多すぎていることからうるさく感じている。 
その点、道東圏は認知度が低いことから、中国からの観光客も大人数ではないので比較的に静かな環境がある。 
康泰旅行社に問い合わせが来るのは、リタイアされた年配者が多いので、金銭的にも余裕があり、お金を使っても
見たいもの、体験したいものがあり、自分の趣味に合った体験もできる。 
静かな環境の中でゆっくりと旅を楽しむことを求めているインバウンドが少数でもいるということは、今後の展開として
の可能性を秘めていると思う。 
 
閉会の辞 
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【日  程】 3/12(日)～16(木) 
【招聘者】 康泰旅行社 2名／添乗 JTB社員 1名 同行撮影スタッフ１名 

日程 行程 ※すべてジャンボタクシーで移動予定 食事 

3/12 
（日） 

 
【香港】CX580／香港9:15発→新千歳14:50着 
 
新千歳空港 → 夕食／ラーメン村 → 旭川グランドホテル泊  
※層雲峡氷瀑祭り：20:30頃花火見学 
 

朝：× 
昼：○ 
夜：○ 

3/13
（月） 

 
旭川グランドホテル → 10:00旭川地場産業振興センター → 旭川昼食 → 
旭岳ロープウェイ → オホーツク流氷館 → 網走湖荘泊 
 

朝：○ 
昼：○ 
夜：○ 

3/14
（火） 

 
網走湖荘 → 10:00オホーツク文化交流センター → 昼食 → 13:30オーロラ
号乗船（１ｈ）→ 阿寒ツルセンター釧路サンセットクルーズ →  
釧路全日空ホテル泊 
 

朝：○ 
昼：○ 
夜：○ 

3/15
（水） 

 
釧路全日空ホテル→ 10:00国際交流センター → 昼食：和商市場 →  
釧路観光地いずれか → 池田ワイン城 → 北海道ホテル泊 
 

 
朝：○ 
昼：〇 
夜：〇 

3/16
（木） 

 
北海道ホテル宿泊 → 9:00帯広経済センタービル → 昼食テイクアウト →  
新千歳空港   
 
【香港】キャセイ航空／新千歳16:00発→香港20:55着 
 

朝：○ 
昼：〇 
夜：× 

６ 招聘者の「ひがし北海道」 コンテンツ体験 

海外旅行社ヒアリングを実施するなかで最も「ひがし北海道エリア」の魅力に興味を示していた香港 康泰旅
行社より推薦いただいた２名を下記日程にて日程調整し招聘、各地区の観光コース案報告会にご参加い
ただき最新の香港旅行者の嗜好および動向の意見交換会を実施するとともに、実際に「ひがし北海道エリ
ア」の体験メニューを体験していただくことで、今後の「ひがし北海道エリア」商品造成、送客に繋がる施策を
実施しました。 
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第42回 氷瀑まつり見学 

旭川「大黒屋」にてジンギスカンを堪能 

層雲峡「氷瀑まつり」視察 
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旭岳ロープウェイ見学 

山頂駅にてそりを体験 

「旭岳ロープウェイ」体験乗車 

「旭岳ロープウェイ」体験視察 



 Ⅱ 旅行商品の企画・開発  
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流氷観光砕氷船おーろら乗船とオホーツク流氷館視察 

流氷観光砕氷船「おーろら号」体験乗船 

「美幌峠」夕景鑑賞 

「硫黄山」体験 「煉瓦亭」にて炉辺焼を堪能 

「オホーツク流氷館」視察 
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釧路和商市場の勝手丼・釧路川カヌー体験・あかん丹頂の里見学 

「あかん丹頂の里」視察 

「和商市場 勝手丼」体験 

「釧路川カヌー下り」体験視察 
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帯広視察/しかりべつ湖コタン視察 

「コタン湖上温泉」足湯体験 「スノーモービル」体験試乗 

「しかりべつ湖コタン村民証」 

「アイスバー」体験試飲 「しかりべつ湖」体験入村 

「然別湖観光協会」表敬訪問 

「豚丼とん田」試食 「麦音」試食 
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Ⅲ 旅行商品の情報発信 
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台湾／ Japan walker（右開き） 

１ 旅行商品の情報発信 

台湾、香港、タイの雑誌及びホームページ(ブログ）を通じて「ひがし北海道」商品の見どころを情報
発信しました。 

Ⅲ 旅行商品の情報発信及び販売、活用方法  



Ⅲ 旅行商品の情報発信及び販売、活用方法  
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台湾／ Japan walker（右開き） 
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Ⅲ 旅行商品の情報発信及び販売、活用方法  

台湾/山富旅游のブログ掲載記事 



142 

香港／ Hongkong walker 

Ⅲ 旅行商品の情報発信及び販売、活用方法  



143 

 Hong Thai Travel  

日本語訳 

【夢幻粉紅花毯 日本芝櫻接力綻放】 
日本櫻花之後就係芝櫻嘅季節，最有名嘅富士芝櫻祭今年將於4月15日至5月28日期間
舉行，80萬株色彩繽紛嘅芝櫻織成嘅花毯真係好靚呀! 
除左富士山，北海道嘅芝櫻都非常靚，約4月尾至6月中藻琴山芝櫻盛開時，粉紅色同
白色芝櫻開鋪滿整個公園山坡，染上唔同層次粉紅色，女士們一定鍾意! 
東京、橫濱、富士山、箱根、鎌倉5天之旅 (JTL05) 
5月1至25日出發增遊富士山本栖湖芝櫻祭 
詳情: https://goo.gl/EApCGY 
東京4天自遊行: https://goo.gl/SJcDWI 
富士山一日遊: https://goo.gl/NuzE6s 
北海道札幌、小樽、十勝5天賞花之旅 (HSH05) 
賞花名所：藻琴山芝櫻公園賞芝櫻、上湧別鬱金香祭 
詳情: https://goo.gl/bhesiB 
北海道3天自遊行: https://goo.gl/gqCjj9 
有康泰，幾時都有Happy Moment! 
#康泰 #發放旅遊正能量 #HappyMoment  
#日本 #芝櫻 #粉紅花毯 

#夢#開花 
 
日本の桜の後には,富士芝桜まつりが4月15日~28年5月28日まで富士山麓で開催されます。 
富士山の他, 北海道の芝桜もとても美しく 、4月中旬に開花予定です。 
ピンクの絨毯を敷き詰めた様な芝桜は、広大なひがしもこと芝桜公園を埋め尽くす広さで 圧巻の一言です。 
４月下旬～６月中旬までお楽しみいただけますので、開花まで今しばらくお待ちください。 
東京, mt. 富士山, 富士山. 富士, 鎌倉, 鎌倉, 鎌倉第5番(jtl05) 
1年5月1日1 ~ 25日~ 25時1分 
詳細はhttps://goo.gl/EApCGYを参照してください 
東京4日目のパレード: https://goo.gl/SJcDWI 
日帰り富士山登山: https://goo.gl/NuzE6s 
北海道, 札幌, 小樽, 5年天賞(5年-5年) 
花のショー, フラワーショー, 桜のパクチーの桜が見られました. 
詳細はhttps://goo.gl/bhesiBを参照してください 
3日目の北海道パレード: https://goo.gl/gqCjj9 
#康泰#發#happymoment #japan #芝#芝 

Ⅲ 旅行商品の情報発信及び販売、活用方法  

香港／康泰旅行社 Hong Thai Travel 」サイト 

https://goo.gl/EApCGY
https://goo.gl/SJcDWI
https://goo.gl/NuzE6s
https://goo.gl/bhesiB
https://goo.gl/gqCjj9
https://www.facebook.com/hashtag/%E5%BA%B7%E6%B3%B0?source=feed_text&story_id=1357302614326908
https://www.facebook.com/hashtag/%E5%BA%B7%E6%B3%B0?source=feed_text&story_id=1357302614326908
https://www.facebook.com/hashtag/%E7%99%BC%E6%94%BE%E6%97%85%E9%81%8A%E6%AD%A3%E8%83%BD%E9%87%8F?source=feed_text&story_id=1357302614326908
https://www.facebook.com/hashtag/%E7%99%BC%E6%94%BE%E6%97%85%E9%81%8A%E6%AD%A3%E8%83%BD%E9%87%8F?source=feed_text&story_id=1357302614326908
https://www.facebook.com/hashtag/happymoment?source=feed_text&story_id=1357302614326908
https://www.facebook.com/hashtag/happymoment?source=feed_text&story_id=1357302614326908
https://www.facebook.com/hashtag/%E6%97%A5%E6%9C%AC?source=feed_text&story_id=1357302614326908
https://www.facebook.com/hashtag/%E6%97%A5%E6%9C%AC?source=feed_text&story_id=1357302614326908
https://www.facebook.com/hashtag/%E8%8A%9D%E6%AB%BB?source=feed_text&story_id=1357302614326908
https://www.facebook.com/hashtag/%E8%8A%9D%E6%AB%BB?source=feed_text&story_id=1357302614326908
https://www.facebook.com/hashtag/%E7%B2%89%E7%B4%85%E8%8A%B1%E6%AF%AF?source=feed_text&story_id=1357302614326908
https://www.facebook.com/hashtag/%E7%B2%89%E7%B4%85%E8%8A%B1%E6%AF%AF?source=feed_text&story_id=1357302614326908
https://www.facebook.com/hashtag/%E5%A4%A2?source=feed_text
https://www.facebook.com/hashtag/%E5%A4%A2?source=feed_text
http://詳細はhttps/goo.gl/EApCGY%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84
http://詳細はhttps/goo.gl/EApCGY%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84
http://詳細はhttps/goo.gl/EApCGY%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84
http://詳細はhttps/goo.gl/EApCGY%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84
https://goo.gl/SJcDWI
https://goo.gl/NuzE6s
https://goo.gl/NuzE6s
http://詳細はhttps/goo.gl/bhesiB%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84
http://詳細はhttps/goo.gl/bhesiB%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84
http://詳細はhttps/goo.gl/bhesiB%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84
http://詳細はhttps/goo.gl/bhesiB%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84
https://goo.gl/gqCjj9
https://goo.gl/gqCjj9
https://www.facebook.com/hashtag/%E5%BA%B7%E6%B3%B0?source=feed_text
https://www.facebook.com/hashtag/%E5%BA%B7%E6%B3%B0?source=feed_text
https://www.facebook.com/hashtag/japan?source=feed_text
https://www.facebook.com/hashtag/japan?source=feed_text
https://www.facebook.com/hashtag/%E8%8A%9D?source=feed_text
https://www.facebook.com/hashtag/%E8%8A%9D?source=feed_text
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タイ/女性雑誌 『sudsapda』 
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媒体データ 
●発行部数  200,000部 
●創刊    1985年4月(タイの老舗女性誌です) 
●発行日       毎月１日、16日 
●定価    THB80（240円） 
●判型（予定）A4変形判 
●綴じ方   平綴じ/左開き/168P  
●本文印刷  オールカラー 
●表記言語  タイ語 
●発行元   Amarin 
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Ⅲ 旅行商品の情報発信及び販売、活用方法  

タイ/サムットさんによるブログ記事 

サムット・トゥサリカセート 

北海道タイドットコム（札幌タイドットコム）：代表 フォロワー数13万人を誇る人気ブロガー 
北海道在住15年、ここ北海道からタイへ向けて様々な情報を発信！北海道スマイルアンバサダー、
石狩の外国人有識者委員メンバーとしても活躍中。 
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Ⅳ 事業所感  

  
  
 
 
 
 
 
 

 道東の旅行商品造成やPRにおいてハードルになってくるのは、以下の通りです。 

  ① 道東の認知が低く、「道東＝冬」のイメージの偏見が強い。 

  ② 冬期交通アクセスの悪いさなか、折角苦労して現地に到着しても、目的の絶景を見ること 

    （コンテンツ体験）が出来ないかもしれないというリスクが大きい。 

台湾、香港、タイとの旅行会社でのヒアリングと調整を通じて、FIT層対象の道東の旅行商品造成
と流通を進めるには、見どころの分かりやすい自由な商品造成とともに、道東知識の深い現地のイン
フルエンサーによる情報発信が何よりも重要となります。 

 上記は、多くの旅行会社の声として寄せられ、そのため団体ツアーのみの設定コースとなり、FITに対し
ては旅行会社の商品造成も進展していない状況となっています。 
 
 このようなことの要因としてまず挙げられるのは、旅行会社の商品企画担当が実際には道東に来た経
験がないということです。また現地の情報源である添乗員においても、団体ツアーコース以外で訪れたこ
とがないことから、既定の移動コース、施設、スポットのみの情報発信でしかないことが考えられます。 
さらに、道東の絶景が多数見られる早朝や夜の星空観賞などでは、添乗員が長時間勤務となることを
敬遠することから、紹介すらされていないことも考えられます。 
そのため、旅行会社としては情報量が圧倒的に足りず、旅行者の問い合わせにも新しい北海道のルー
ト、とりわけ道東においては提案や対応ができていないのが現状となっています。 
  
 しかし、旅行者にとって未知のエリアにおける地元旅行会社から提供される情報への信頼と、地元旅
行会社からの旬の情報は、3エリア（台湾、香港、タイ）ともに影響力のあるものだと思われます。それ
はFITマーケットにおいても同様のことが言えると思われます。 
 実際、台湾の旅行会社企画担当では、会社の中でも希少な道東経験者でしたが、道東のすばらしさ
を知り会社の反対を押し切って商品造成している担当もいます。さらに今回の招聘した康泰旅行社の
企画兼ガイドの2名も、これまで、問い合わせに対し正確な魅力を伝えることができず、且つガイドの際
でも、コース設定されている施設以外の情報が無いために的確な案内ができていなかったものの、次回
のガイドの際には、自信をもって旅行者へ案内できると大変喜んでいました。 
  
 海外旅行会社の現状では、初めての北海道旅行者は団体ツアーの札幌・小樽・富良野・函館方面
コースを選択しますが、2度目以降の北海道旅行はFITとなり、旅行会社の利用が減少します。2度目
以降に北海道のFITコースを選択してもらうためには、他社と比較して自社独自のエリア・体験コースを
設定する必要があり、そのためには、道東エリアに注目していることを大きく感じました。 
  
 上記に書いた道東のイメージを払拭し、旅行商品造成とPRを進めていくには、道東の各拠点を中心
に滞在の方法、団体ルートでは見ることのできない風景の魅力と歴史の説明、夏での自然体験コンテ
ンツの新しい価値を、旅行者と最も接点の多い添乗員や旅行会社の店頭（問い合わせ窓口）のス
タッフへ実際に招聘等で体験してもらい、道東の魅力をインフルエンサーとして直接旅行者へ伝えてもら
うことも重要な要素です。 
  
 そして、道東という広大なエリアのくくりが漠然としており、個々のエリア色を分かりづらくしていることも確
かです。FIT向け商品としては、それぞれの各拠点を中心としての趣がありそして価値のある過ごし方を
提案するというカラーを最大限に際立たせるコースを増やしていくことで、FIT自らが選択し組み込みたく
なる様な魅力が網羅されたコース設定が今後、より必要になると思います。 



今後の効果的な活用案 
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海外プロモーション時での活用 

＜例＞ 
（１）海外FITフェアにて、本モデルコース集を活用したBtoCプロモーションを実施すること 
 
（２）トラベルマート BtoB商談会にて、本モデルコース集を活用した商談会を実施すること 
      

実際の現地訪問時に、本モデルコース集を見ながら、商品造成のイメージをより膨らませることに 
繋げること 

海外エージェント招請時での活用 

１ 

２ 

公式WEBサイト「EXPLORE the WONDERLAND」を中心とした関連ホームページでの掲載 

個人・グループいずれの層も意識した情報発信を行い、いつでも簡単に情報を収集できるように 
すること 

３ 

日本国内の旅行会社（造成担当者）に対して、本モデルコース集を配布 

海外のエージェント、お客様への道東商品造成時に活用していただくこと 

４ 

ひがし北海道関係者への配布 

今一度、自分たちの地域の魅力を再認識していただくこと 

５ 

 そのためにも、本事業を通じて、企画・開発したモデルルート及び旅行商品造成用資料は、以下の
５つの方法を中心に活用していくことをご提案します。 

 漠然とした「ひがし北海道」というイメージを払拭させて、 
商品造成をしたくなる、豊富なコンテンツを有する魅力あるエリア 

への意識づけに繋げる 

Ⅳ 事業所感  




